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友友
好好
都都
市市
提提
携携
のの
街街

三三
重重
県県
津津
市市
をを
訪訪
ねね
てて

議議
会会
とと
語語
ろろ
うう

第第
３３
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自
治
功
労

 土
田
 　
 栄
吉
 　
さ
ん

つ
ち
だ
 

え
い
き
ち

　
　
　
　
　
西
4
線
北
　
号（
　
歳
）

28

７３

　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ
び
農

業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
永
年
に
わ

た
り
地
方
自
治
お
よ
び
農
業
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
貢
献
賞

 和
田
 　
 昭
彦
 　
さ
ん

わ
だ
 

あ
き
ひ
こ

　
　
　
　
　
東
3
線
北
　
号（
　
歳
）

26

７０

　
上
富
良
野
町
議
会
議
員
お
よ
び
上

富
良
野
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し

て
、
永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
お
よ

び
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

 松
田
 　
 達
雄
 　
さ
ん

ま
つ
だ
 

た
つ
お

                　
　
丘
町
１
丁
目（
　
歳
）

７４

　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

表
 彰
功
績
を
た
た
え
て

日
本
画
家

 後
藤
 　
 純
男
 　
さ
ん
 （
　
歳
）

ご
と
う
 

す
み
お

８２

　
町
の
発
展
や
地
方
自
治
の
振
興
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
町
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
た
た
え

　
月
３
日（
土
）文
化
の
日
に
、社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１１

　
わ
が
国
を
代
表
す
る
日
本
画
家
と

し
て
、
画
業
　
周
年
を
迎
え
ら
れ
る

６０

と
と
も
に
、
後
藤
純
男
美
術
館
開
館

か
ら
　
周
年
、
同
美
術
館
新
館
開
館

１５

か
ら
　
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎

１０

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
芸
術
・
文
化
の
振
興
の

み
な
ら
ず
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な

ど
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
と
と
も

に
、
こ
の
度
、
日
本
画
「
春
映
大

和
」
の
寄
贈
を
賜
り
ま
し
た
。

感
謝
状
（
特
別
功
労
賞
）

 芳
賀
 　
 正
夫
 　
さ
ん

は
が
 

ま
さ
お

             　
　
西
町
1
丁
目（
　
歳
）

７５

　
保
護
司
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

 赤
川
 　
 昇
 　
さ
ん

あ
か
が
わ
 
の
ぼ
る

　
　
　
　
　
　
錦
町
2
丁
目（
　
歳
）

６９

　
消
防
団
活
動
を
通
じ
、
永
年
に
わ

た
り
消
防
業
務
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

 及
川
 　
 修
一
 　
さ
ん

お
い
か
わ
 
し
ゅ
う
い
ち

　
　
　
　
　
　
本
町
3
丁
目（
　
歳
）

６５

　
消
防
団
活
動
を
通
じ
、
永
年
に
わ

た
り
消
防
業
務
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

2
名

４
名

１
名
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文
化
賞

東
中
清
流
獅
子
舞
保
存
会
　
様

　
永
年
に
わ
た
り
、
東
中
地
区
の
文

化
振
興
と
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
実

践
し
、
そ
の
活
動
に
高
い
評
価
を
受

け
、
町
の
諸
行
事
な
ど
に
も
積
極
的

に
協
力
さ
れ
、
伝
統
文
化
の
継
承
と

文
化
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

 志
賀
 　
 記
代
 　
さ
ん

し
が
 

き
よ

　
　
　
　
　
　
富
町
１
丁
目（
　
歳
）

７２

　
永
年
に
わ
た
り
、
文
化
連
盟
役
員

と
し
て
町
の
諸
行
事
な
ど
に
も
積
極

的
に
協
力
さ
れ
、
こ
ま
く
さ
会
の
代

表
と
し
て
七
宝
焼
き
の
技
術
向
上
と

優
秀
な
人
材
の
育
成
に
努
め
、
文
化

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

 小
野
寺
 　
 敏
昭
 　
さ
ん

お
の
で
ら
 

と
し
あ
き

　
　
　
　
　
    南
町
３
丁
目（
　
歳
）

８２

　
永
年
に
わ
た
り
、
ホ
ー
ム
指
圧
健

生
会
の
代
表
と
し
て
会
員
の
育
成
と

技
術
研
修
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
優
秀

な
人
材
の
育
成
に
努
め
、
文
化
連
盟

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
文

化
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
功
労
賞

 鈴
木
 　
 努
 　
さ
ん

す
ず
き
 

つ
と
む

　
　
　
　
　
　
栄
町
3
丁
目（
　
歳
）

７８

　
永
年
に
わ
た
り
、
こ
の
み
ち
俳
句

会
の
会
員
の
育
成
と
技
術
研
修
な
ど

に
尽
力
さ
れ
、
俳
句
愛
好
者
の
育
成

に
努
め
、
文
化
連
盟
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
れ
、
文
化
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

 梨
澤
 　
 節
三
 　
さ
ん

な
し
ざ
わ
 

せ
つ
ぞ
う

　
　
　
　
　
　
旭
町
3
丁
目（
　
歳
）

７５

　
第
　
回
北
海
道
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

２７

競
技
選
手
権
大
会
の
男
子
　
歳
以
上

７５

の
部
円
盤
投
お
よ
び
砲
丸
投
で
優
勝

さ
れ
、
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技

会
連
合
に
　
年
以
上
在
籍
し
、
生
涯

２０

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
見
本
と
な
り
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
奨
励
賞

 井
口
 　
 椎
菜
 　
さ
ん

い
ぐ
ち
 

し
い
な

　
　
　
　
　
    泉
町
2
丁
目（
　
歳
）

１７

　
第
　
回
全
道
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
ペ

４３

ン
字
の
部（
高
校
生
の
部
）で
最
高
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 大
窪
 　
 利
明
 　
さ
ん

お
お
く
ぼ
 

と
し
あ
き

　
　
　
　
       緑
町
1
丁
目（
　
歳
）

７０

　
上
富
良
野
ス
キ
ー
連
盟
の
理
事
を

　
年
務
め
、
ス
キ
ー
連
盟
の
普
及
・

２１発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

教
育
委
員
会
表
彰

　
教
育
委
員
会
で
は
、
町
の
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
、

文
化
活
動
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
団
体
・
個
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

１
名
・
１
団
体

２
名

２
名

１
名
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 和
田
 　
 祐
子
 　
さ
ん

わ
だ
 

ゆ
う
こ

　
　
　
　
　
富
良
野
市
緑
町（
　
歳
）

２８

　
第
　
回
北
海
道
銃
剣
道
選
手
権
大

52

会
個
人
戦
女
子
の
部
で
準
優
勝
さ
れ

ま
し
た
。

第
3
地
対
艦

　
ミ
サ
イ
ル
連
隊
　
様

　
第
　
回
北
海
道
銃
剣
道
選
手
権
大

52

会
団
体
戦
成
年
第
2
部
で
第
3
位
に

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 宮
﨑
 　
 綾
 　
さ
ん

み
や
ざ
き
 

あ
や

　
　
　
　
　
　
南
町
4
丁
目（
　
歳
）

２３

　
第
　
回
北
海
道
銃
剣
道
選
手
権
大

52

会
個
人
戦
女
子
の
部
で
第
3
位
に
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。

 安
田
 　
 賢
司
 　
さ
ん

や
す
だ
 

さ
と
し

　
　
　
　
　
　
緑
町
1
丁
目（
　
歳
）

１６

　
第
　
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸

28

上
競
技
大
会
男
子
3
千
m
障
害
で
第

2
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 大
道
 　
 聖
斗
 　
さ
ん

だ
い
ど
う
 

ま
さ
と

　
　
　
　
　
　
桜
町
3
丁
目（
　
歳
）

１６

　
第
　
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸

28

上
競
技
大
会
男
子
5
千
m
で
第
7
位

に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 坂
巻
 　
 太
一
 　
さ
ん

さ
か
ま
き
 

た
い
ち

　
　
　
　
　
　
栄
町
3
丁
目（
　
歳
）

１７

　
第
　
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸

28

上
競
技
大
会
男
子
　
m
ハ
ー
ド
ル
で

４００

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

 新
関
 　
 涼
介
 　
さ
ん

に
い
ぜ
き
 
り
ょ
う
す
け

　
　
　
　
　
　
緑
町
1
丁
目（
　
歳
）

１７

　
第
　
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸

28

上
競
技
大
会
男
子
5
千
m
で
第
2
位

に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 佐
藤
 　
 隆
亮
 　
さ
ん

さ
と
う
 

た
か
あ
き

　
　
　
　
　
　
中
町
3
丁
目（
　
歳
）

１７

　
第
　
回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上
競

65

技
選
手
権
大
会
男
子
砲
丸
投
げ
で
優

勝
さ
れ
、
全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
ま

し
た
。

 谷
口
 　
 創
大
 　
さ
ん

た
に
ぐ
ち
 

そ
う
た

　
　
　
　
　
　
本
町
5
丁
目（
　
歳
）

１７

　
第
　
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸

28

上
競
技
大
会
男
子
3
千
m
障
害
で
第

7
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 長
谷
川
 　
 大
也
 　
さ
ん

は
せ
が
わ
 

ひ
ろ
や

　
　
　
　
　
　
南
町
3
丁
目（
　
歳
）

１５

　
第
　
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸

28

上
競
技
大
会
男
子
４
×
　
m
リ
レ
ー

４００

で
第
4
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 天
野
 　
 小
春
 　
さ
ん

あ
ま
の
 

こ
は
る

　
　
　
　
旭
川
市
永
山
7
条（
　
歳
）

１６

　
第
　
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸

28

上
競
技
大
会
女
子
4
×
　
m
リ
レ
ー

１００

で
第
2
位
に
入
賞
、
女
子
4
×
　
m
４００

リ
レ
ー
で
第
5
位
に
入
賞
、
女
子
　２００

m
で
8
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 吉
村
 　
 海
斗
 　
さ
ん

よ
し
む
ら
 

か
い
と

　
　
　
　
　
　
新
町
4
丁
目（
７
歳
）

　
第
　
回
北
海
道
少
年
少
女
空
手
道

３２

錬
成
大
会
組
手
の
部
で
準
優
勝
さ

れ
、
第
　
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手

１２

道
選
手
権
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
し

た
。

 大
塚
 　
 朝
日
 　
さ
ん

お
お
つ
か
 

あ
さ
ひ

　
　
　
　
　
　
旭
町
4
丁
目（
8
歳
）

　
第
　
回
少
林
寺
拳
法
北
海
道
大
会

３２

兼
全
国
大
会
北
海
道
地
区
選
考
会
の

規
定
単
独
演
武
小
学
生
見
習
～
７
級

の
部
で
優
秀
賞（
2
位
）に
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。

 國
本
 　
 空
良
 　
さ
ん

く
に
も
と
 

そ
ら

　
　
　
　
　
　
新
町
5
丁
目（
９
歳
）

　
第
　
回
少
林
寺
拳
法
北
海
道
大
会

３２

兼
全
国
大
会
北
海
道
地
区
選
考
会
の

規
定
単
独
演
武
小
学
生
６
級
～
４
級

の
部
で
敢
闘
賞（
４
位
）に
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。

 湯
場
 　
 俊
介
 　
さ
ん

ゆ
ば
 

し
ゅ
ん
す
け

　
　
　
　
　
　
大
町
1
丁
目（
　
歳
）

１２

　
第
　
回
少
林
寺
拳
法
北
海
道
大
会

３２

兼
全
国
大
会
北
海
道
地
区
選
考
会
の

規
定
単
独
演
武
小
学
生
３
級
～
１
級

の
部
で
優
良
賞（
３
位
）に
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。

 山
内
 　
 沙
耶
佳
  さ
ん（
　
歳
）

や
ま
う
ち
 

さ
や
か

１１

 山
内
 　
 智
　
晴
  さ
ん（
　
歳
）

や
ま
う
ち
 

と
も
は
る

42

　
　
　
　
　
　
宮
町
2
丁
目

　
第
　
回
少
林
寺
拳
法
北
海
道
大
会

３２

兼
全
国
大
会
北
海
道
地
区
選
考
会
の

自
由
組
演
武
親
子
の
部
で
優
秀
賞

（
２
位
）に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 髙
松
 　
 大
樹
 　
さ
ん

た
か
ま
つ
 

だ
い
き

　
　
　
　
　
　
富
町
2
丁
目（
　
歳
）

１５

　
第
　
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競

１４

技
選
手
権
大
会
男
子
A
Ｂ
Ｃ
共
通
円

盤
投
で
６
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

か
み
ふ
水
上
チ
ー
ム
　
様

　
第
　
回
全
国
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

１４

交
流
大
会
フ
ォ
ー
ス
の
部
で
準
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。

か
み
ふ
Ｆ
Ｃ
チ
ー
ム
　
様

　
第
　
回
全
国
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

１４

交
流
大
会
フ
ォ
ー
ス
の
部
で
第
３
位

に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

か
み
ふ
福
井
チ
ー
ム
　
様

　
第
　
回
全
国
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

１４

交
流
大
会
フ
ォ
ー
ス
の
部
で
第
４
位

に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
名
・
５
団
体

１５
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斬
日
本
国
民
で
、
上
富
良
野
町
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

斬
平
成
４
年
　
月
３
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

１２

斬
平
成
　
年
８
月
　
日
以
前
に
転
入
届
を
し

２４

２６

て
、
引
き
続
き
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
方

※
次
の
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
場
合
は
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

　
・
成
年
被
後
見
人

　
・
受
刑
中
・
仮
出
獄
中
で
あ
る

　
・
選
挙
犯
罪
に
よ
り
刑
の
執
行
猶
予
中
・

　
　
選
挙
権
停
止
中
で
あ
る

　
投
票
所
入
場
券
は
　
月
　
日
ご
ろ
、
選
挙

１１

２８

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
へ
、
世
帯
全

員
分（
最
大
６
人
ま
で
）を
は
が
き
一
枚
に
ま

と
め
て
郵
送
し
ま
す
。

　
投
票
に
行
く
と
き
は
、
投
票
所
を
確
認
の

う
え
、
本
人
分
の
入
場
券
を
切
り
離
し
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、

投
票
所
の
受
け
付
け
で
本
人
と
確
認
で
き
れ

ば
投
票
で
き
ま
す
。

※
町
内
で
転
居
し
た
人
は
、　

月
　
日
現
在

１１

２１

の
住
所
の
投
票
所
に
な
り
ま
す
。

　
投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
方

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
入
場
券
を
お
持
ち
に
な
り
、
投
票
所
入
り

口
に
用
意
し
て
い
る
期
日
前
投
票
請
求
書
に

記
入
の
う
え
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
　
　
月
　
日（
水
）～
　
月
１
日（
土
）

１１

２８

１２

時
間
　
８
時
　
分
～
　
時

３０

２０

場
所
　
役
場
１
階
　
相
談
室

※
土
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

※
満
　
歳
前
に
投
票
す
る
場
合
は
不
在
者
投

２０
票
に
な
り
ま
す
。

　
自
分
で
投
票
用
紙
に
記
入
で
き
な
い
方

は
、
投
票
所
の
受
け
付
け
で
申
し
出
れ
ば
、

係
員
の
代
筆
に
よ
り
投
票
で
き
ま
す
。
点
字

で
投
票
さ
れ
る
方
も
、
投
票
所
の
受
け
付
け

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
場
合
は
不
在
者
投
票
が
可
能
で
す
。

斬
当
日
や
期
日
前
に
投
票
で
き
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
期
間
中
、
滞
在
先
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。

斬
病
院
な
ど
に
入
院
・
入
所
中
の
方
は
、
都

道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
施

設
で
あ
れ
ば
、
そ
の
施
設
で
投
票
で
き
ま

す
。
各
施
設
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

斬
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
、
要
介
護

度
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
「
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
が
可
能
で
す
。

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を
添
え
て
　
月
11

　
日（
水
）ま
で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

２８
※
い
ず
れ
も
郵
便
で
の
請
求
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
お
早
め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
な
ど
を
掲

載
し
た
選
挙
公
報
を
、　

月
１
日（
土
）ま
で

１２

に
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。

司
投
票
所
と
対
象
地
区

　
①
上
富
良
野
小
学
校

　
　
大
町
１
～
４
丁
目
、
南
町
１
～
３
丁
目

　
　
宮
町
、
本
町
、
日
の
出
第
１

　
②
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
緑
町
、
桜
町
、
東
町
、
新
町
、
旭
町
　

　
旭
野

　
③
上
富
良
野
町
公
民
館

　
　
大
町
５
丁
目
、
富
町
、
錦
町
、
中
町
　

　
西
町
、
光
町
、
島
津

　
④
上
富
良
野
西
小
学
校

　
　
栄
町
、
泉
町
、
扇
町
、
北
町
、
日
の
出

　
第
２
、
日
新
、
清
富

　
⑤
公
民
館
富
原
分
館

　
　
南
町
４
丁
目
、
丘
町
、
向
町
、
富
原

　
⑥
東
中
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
　
東
中

　
⑦
公
民
館
草
分
分
館
　
草
分

　
⑧
公
民
館
江
花
分
館
　
江
花

　
⑨
公
民
館
江
幌
分
館
　
江
幌
、
静
修

　
⑩
公
民
館
里
仁
分
館
　
里
仁

司
投
票
時
間

　
投
票
所
①
～
④
　
７
時
～
　
時
２０

　
投
票
所
⑤
～
⑩
　
７
時
～
　
時
１８
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東東中中小小学学校校55年年 浜浜本本陽陽向向ささんんのの作作品品

上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選上富良野町長選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

投票日は12月2投票日は12月2日日（日)（日)

投票に行こう!
投票に行こう!!!
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一
部
の
投
票
所
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時
ま
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投
票
所
入
場

投
票
所
入
場
券券

　
投
票
で
き
る

投
票
で
き
る
方方

　
期
日
前
投

期
日
前
投
票票

　
代
理
投

代
理
投
票票

　
不
在
者
投

不
在
者
投
票票

　
投
票
所
と
投
票
時

投
票
所
と
投
票
時
間間

http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

問合せ　上富良野町選挙管理委員会

　　　拶盈６４００　鯖盈５３６２

まずはまずは、、

上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選上富良野町議会議員補欠選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

　
選
挙
公

選
挙
公
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今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
ののののののののののののののののののののの
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態

今
年
の
高
齢
者
実
態
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららら

査
か
ら

広報かみふらの ２０１2.１１　霞

　
全
人
口
が
　
年
前
の
平
成
５
年
に
比
べ
１

19

千
　
人
減
っ
て
い
る
の
に
対
し
、　

歳
以
上

５００

６５

の
高
齢
者
の
人
口
は
１
千
　
人
の
増
加
。
そ

330

の
結
果
、
全
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合

を
示
す
高
齢
化
率
は
　
％
か
ら
　
%
に
上
昇

13.3

２６.３

し
、
お
よ
そ
2
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
団
塊
の
世
代
が
　
歳
６５

以
上
と
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
こ
の
増
加

傾
向
は
続
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
独
居
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
人

数
に
至
っ
て
は
、
２
倍
以
上
の
伸
び
を
示
し

て
お
り
、
あ
く
ま
で
も
世
帯
構
成
上
で
は
あ

り
ま
す
が
、
社
会
に
お
け
る
高
齢
者
の
孤
立

化
は
進
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

その他
世帯　

高齢者
世帯

独居
世帯

６５歳以上
がいる世
帯総数　

世帯
総数

9276564402,0235,307平成24年

8786274391,9445,240平成23年

788742435１,９655,381平成20年

820653３50１,8235,359平成15年

838466245１,5495,232平成10年

780３29１８6１,2954,859平成5年

＊独居世帯は、施設入所者除く。
＊高齢者世帯は、対象者以外の世帯全員が65歳以上。

世帯区分

６５歳以上年齢別

６５～６９歳
24.2％
(749人)

７０～７４７０～７４歳歳
23.623.6％％
(730人(730人))

８０～８４８０～８４歳歳
14.914.9％％
(460人(460人))

７５～７９７５～７９歳歳
23.423.4％％
(723人(723人))

８５～８９８５～８９歳歳
8.７8.７％％
(267人(267人))

９０歳以９０歳以上上
5.25.2％％
(161人(161人))

高齢化率６５歳以上人口総数

２6.3％3,090人11,738人平成２4年

２5.7％3,010人11,729人平成２3年

23.8％2,905人12,226人平成２0年

20.7％2,631人12,738人平成15年

16.4％2,158人13,150人平成10年

13.3％1,760人13,238人平成5年

６５歳以上人口と高齢化率

単位　世帯

高齢者
世帯
女性

高齢者
世帯
男性

高齢者
世帯
人数

独居
女性

独居
男性

独居
人数

6666341,300309131440平成24年

6456241,269315124439平成23年

6377021,339308127435平成20年

5196191,13826090350平成15年

33244677817669245平成10年

--54113650186平成5年

独居・高齢者世帯の男女別内訳 単位　人
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独居世帯 高齢者世帯 その他世帯

65歳以上の高齢者世帯の推移

『『高齢高齢化化』』人とのつながりの中人とのつながりの中でで
特特集集

　
年
を
重
ね
、
老
い
て
い
く
。
生
き
て
い
る
以
上
、
誰
も
が
避
け
て
通
れ
な
い

年
を
重
ね
、
老
い
て
い
く
。
生
き
て
い
る
以
上
、
誰
も
が
避
け
て
通
れ
な
い
現現

実
。
そ
し
て
、
少
子
化
、
長
寿
命
化
に
伴
い
、
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
「
高
齢
化
」

実
。
そ
し
て
、
少
子
化
、
長
寿
命
化
に
伴
い
、
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
「
高
齢
化
」。。

そ
れ
は
、
私
た
ち
の
未
来
を
考
え
る
う
え
で
、
重
要
な
テ
ー
マ
で
す

そ
れ
は
、
私
た
ち
の
未
来
を
考
え
る
う
え
で
、
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。。

高
齢
者
は
ど
ん
な
思
い
で
生
活
し
て
い
る
の
か
、
私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る

　
高
齢
者
は
ど
ん
な
思
い
で
生
活
し
て
い
る
の
か
、
私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
のの

か
、
先
日
ま
と
め
ら
れ
た
高
齢
者
実
態
調
査

か
、
先
日
ま
と
め
ら
れ
た
高
齢
者
実
態
調
査
、、
学
校
で
の
取
り
組
み
、

学
校
で
の
取
り
組
み
、
高
齢
者
と

高
齢
者
と

民
生
児
童
委
員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
職
員
へ
の
取
材
を
通
じ
て

民
生
児
童
委
員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
職
員
へ
の
取
材
を
通
じ
て
考考

え
ま
す

え
ま
す
。。



主な学習内容

高齢者への
上富良野西小
での取り組み
　上富良野西小学校の６年生が、高

齢者とのかかわりや交流、体験を通

して、地域の高齢者福祉について理

解し、相手の立場にたって自分たち

に何ができるかを考え、実践してい

く学習を進めています。

　全２０時間の中で学習する内容とし

ては大きなテーマですが、児童たち

が学び、話し合い、取り組んできた

ことについてお知らせします。

高
齢
者
に
つ
い
て
考
え
、知
る

噛
高
齢
者
の
現
状
と
体
験
学
習

白
内
障
メ
ガ
ネ
と
重
い
ベ
ス
ト
、
足

が
動
き
に
く
く
な
る
サ
ポ
ー
タ
ー
で

「
高
齢
者
」
を
実
体
験
。
「
重
い
～
。

歩
き
づ
ら
い
よ
～
」

昼食会で高齢者と交流。2回目には
よさこいやクッキーのプレゼント
があり、みんな良い笑顔

今までのまとめを各班ごとに発表。
休み時間や放課後に頑張ってまと
めた力作ぞろいでした

　
　
月
　
日
、
今
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
り

１０

２３

な
が
ら
班
ご
と
に
ま
と
め
た
壁
新
聞
と
ス
ラ

イ
ド
を
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
々
を
学
校

に
招
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
発
表
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
閉
じ
こ
も

り
に
な
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
現
状
に
、

「
体
が
重
い
、
辛
い
で
は
、
外
に
出
た
く
な

く
な
る
と
思
う
」
と
い
う
意
見
も
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
班
で
「
あ
い
さ
つ
を
す

る
」
が
実
践
目
標
に
。
こ
れ
は
昼
食
会
で
会

話
に
困
っ
た
と
き
に
「
あ
い
さ
つ
か
ら
会
話

が
始
ま
り
、
話
し
て
い
る
と
笑
顔
に
な
っ
て

も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
」
と
い
う
共
通
の
経

験
か
ら
出
た
も
の
。「
こ
れ
か
ら
は
、
近
所

の
高
齢
者
に
も
ま
ず
あ
い
さ
つ
か
ら
」
と
の

校
長
先
生
の
言
葉
で
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は
日
ご
ろ
接
点
の
な
か
っ

た
高
齢
者
。
こ
の
学
習
が
、
身
近
な
存
在
に

感
じ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
7
月
　
日
、
子
ど
も
た
ち
は
保
健
福
祉
総

１９

合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
の
昼
食
会
へ
。

　
普
段
、
自
分
の
祖
父
母
と
一
緒
に
暮
ら
し

て
い
な
い
児
童
も
多
く
、
ど
う
接
し
た
ら
い

い
か
戸
惑
う
姿
が
見
ら
れ
、
緊
張
し
た
表
情

で
一
緒
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
わ
か
ば
愛
育
園
に
よ
る
よ
さ

こ
い
も
披
露
さ
れ
、
一
緒
に
鑑
賞
や
食
事
を

す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
打
ち
解
け
て
き
た
様

子
。
昼
食
後
に
は
、
事
前
に
用
意
し
た
質
問

を
し
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、
嬉
し
い
こ
と
な

ど
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
学
校
に
戻
り
、
感
想
を
話
し
合
っ
た
と
こ

ろ
、
こ
ん
な
感
想
が
。「
参
加
し
た
自
分
た

ち
は
お
客
さ
ん
だ
っ
た
。
も
っ
と
か
か
わ
り

た
い
」
。
ま
た
、
踊
り
や
食
事
を
喜
ん
で
い

た
こ
と
か
ら
「
今
度
は
自
分
た
ち
が
楽
し
ま

せ
た
い
！
」
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
、
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
結
果
、「
あ

い
さ
つ
は
し
っ
か
り
す
る
」「
食
事
の
配
膳

な
ど
を
手
伝
う
」「
出
し
物
と
手
作
り
ク
ッ

キ
ー
で
楽
し
ま
せ
る
」
と
い
う
案
に
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
料
理
に
つ
い
て
は
先
生
も
予
想

外
で
、
驚
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
9
月
　
日
に
参
加
し
た
昼
食
会
で
は
、
前

２０

回
よ
り
も
積
極
的
に
か
か
わ
る
な
ど
、
自
分

た
ち
で
決
め
た
こ
と
を
し
っ
か
り
実
践
し
、

和
や
か
な
雰
囲
気
に
。
感
激
し
た
高
齢
者
の

中
に
は
後
日
、
感
謝
の
手
紙
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
贈
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
考
え
を
身
近
な
所
か
ら

噛
ま
と
め
発
表

地
域
の
高
齢
者
を
理
解
す
る

噛
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
に
参
加（
１
回
目
）

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
よ
う
！

噛
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
に
参
加（
２
回
目
）

蚊　広報かみふらの ２０１2.１１

　
授
業
で
は
、
ま
ず
「
お
年
寄
り
っ
て
ど
ん

な
人
」
な
ど
、
身
近
な
高
齢
者
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
７
月
４
日
に

は
社
会
福
祉
協
議
会
の
持
安
事
務
局
長
を
招

い
て
町
内
の
高
齢
者
の
現
状
に
つ
い
て
話
し

て
も
ら
い
、
自
分
の
知
っ
て
い
た
こ
と
と
の

違
い
を
照
ら
し
合
わ
せ
ま
し
た
。
こ
の
話
を

聞
い
て
「
閉
じ
こ
も
り
に
な
る
人
が
い
る
」

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
次
の
授
業
で
は
、
実
際
に
お
年
寄
り
の
状

態
を
「
体
験
」
す
る
た
め
、
車
い
す
と
高
齢

者
擬
似
体
験
セ
ッ
ト
で
学
校
内
を
移
動
し
て

み
ま
し
た
。
車
い
す
の
操
作
は
難
し
く
、
擬

似
体
験
セ
ッ
ト
を
装
着
す
る
と
、
体
が
重
く

て
思
う
よ
う
に
動
け
ず
大
変
そ
う
で
し
た
。

　
そ
の
経
験
か
ら
、
児
童
の
間
で
た
く
さ
ん

の
疑
問
が
浮
か
び
、
「
直
接
話
を
聞
い
て
み

た
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い

る
「
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
」
に
参
加
し
て
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

特集特集　『『高齢化』人とのつながりの中高齢化』人とのつながりの中でで



　
農
家
だ
っ
た
こ
ろ
は
毎
冬
、
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
を
し
、
炭
鉱
で
働
い
た
こ
と
も
。

　「
ず
っ
と
、
働
き
通
し
だ
っ
た
け
ど
、
今
は

年
金
を
も
ら
っ
て
こ
う
し
て
い
ら
れ
る
。
昔

に
比
べ
た
ら
、

こ
ん
な
い
い
世

の
中
は
な
い
。

『
あ
あ
し
て
ほ

し
い
、
こ
う
し

て
ほ
し
い
』
な

ん
て
こ
と
は
、

な
ん
に
も
な
い

で
す
よ
」

広報かみふらの ２０１2.１１　俄

　
２
年
前
、
長
年
住
み
慣
れ
た
草
分
地
区
か

ら
町
営
住
宅
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

　「
月
に
１
回
、
病
院
通
い
。
お
店
が
近
く

て
買
い
物
も
楽
だ
し
、
病
院
も
す
ぐ
そ
ば
に

あ
る
。
生
活
す
る
う
え
で
の
不
自
由
は
な
い

し
、
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
で
す
よ
」

　
４
人
の
子
ど
も
の
う
ち
、
末
の
娘
さ
ん
が

近
所
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　「
毎
日
の
よ
う
に
来
る
ん
で
す
よ
。
様
子

見
も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
ね
。
近
く
に
い

る
と
い
う
こ
と
で
安
心
で
す
。
特
に
困
る
よ

う
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
２
人
き
り
で
寂
し
く
な
い
で
す
か
、
の
問

い
に
は
「
誰
か
に
気
を
遣
う
こ
と
も
な
い

　
６
年
前
に
ご
主
人
を
亡
く
し
、
ひ
と
り
暮

ら
し
に
な
り
ま
し
た
が
、
３
年
前
に
娘
さ
ん

が
実
家
に
戻
り
、
今
は
同
居
し
て
い
ま
す
。

　「
ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い
た
と
き
は
、
主

人
を
亡
く
し
た
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
寂
し

か
っ
た
で
す
が
、
我
慢
で
し
た
ね
。
今
は
娘

が
一
緒
な
の
で
、
や
っ
ぱ
り
心
強
い
で
す
」

　
娘
さ
ん
は
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
る
そ
う

　
私
の
地
域
で
は
、
老
人
会
と
は
別
に
「
積

年
会
」
と
い
う
組
織
を
つ
く
っ
て
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
な
ど
を
月
数
回
、
年
に
１
回
は
日
帰

り
旅
行
に
も
出
か
け
ま
す
。
道
路
の
花
壇
整

備
や
草
取
り
、
公
園
の
清
掃
な
ど
も
し
て
い

ま
す
。
敬
老
会
は
対
象
年
齢
を
下
げ
て
、
な

る
べ
く
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
し
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
も
年
３
、

４
回
開
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ど
ん
な
行
事
を
し
て
も
参
加
し

な
い
人
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
に
は
な
る
べ

く
、
隣
近
所
の
人
に
声
を
掛
け
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
、
地
域
で
の
孤
立
化
、
無
縁
化
を

何
と
か
防
ご
う
と
し
て
い
ま
す
。　

　
役
所
か
ら
の
情
報
は
広
報
を
通
じ
て
住
民

に
知
ら
さ
れ
ま
す
。
で
も
、
個
人
的
な
意
見

に
な
り
ま
す
が
、
広
報
を
ま
め
に
読
ん
で
い

る
人
は
、
お
そ
ら
く
自
分
で
何
で
も
で
き
る

よ
う
な
人
で
、
本
当
に
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

し
て
い
る
人
に
は
、
そ
の
情
報
が
伝
わ
っ
て

い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
そ

う
い
う
人
や
、
近
所
付
き
合
い
も
な
く
地
域

で
孤
立
し
て
い
る
人
に
ど
う
や
っ
て
情
報
を

届
け
る
か
、
そ
う
い
う
人
を
い
か
に
救
済
し

て
い
く
か
が
、
今
後
の
福
祉
行
政
の
カ
ギ
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
、
２
人
だ
か
ら
気
楽
で
い
い
」
と
の
答
え
。

　
農
家
を
や
め
た
今
で
も
、
夏
は
朝
３
時
半

に
起
き
て
畑
に
向
か
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

野
菜
と
、
趣
味
で
作
る
し
め
縄
を
「
み
ん
な

に
配
っ
て
、
喜
ん
で
も
ら
う
の
が
楽
し
み
」

だ
そ
う
で
「
昨
日
も
、
し
め
縄
　
本
配
っ
た

25

ん
だ
」
。
そ
ん
な
金
谷
さ
ん
に
も
唯
一
、
気

に
な
る
こ
と
が
。

　「
郡
部
か
ら
出
て
き
て
、
周
り
の
人
を
知

ら
な
い
せ
い
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

近
所
付
き
合
い
が
何
だ
か
薄
い
よ
う
な
…
。

あ
い
さ
つ
は
す
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
以
上
に

は
ね
ぇ
…
」

民生児童委員にお聞きしまし民生児童委員にお聞きしましたた

安川安川實實委員委員（大町地（大町地区区））

で
、「
『
こ
う
い
う
症
状
が
出
た
ら
、
こ
う

い
う
こ
と
に
な
る
よ
』
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
も

く
れ
る
の
で
助
か
り
ま
す
」
。

　
週
１
回
、
お
元
気
会（
閉
じ
こ
も
り
予
防

の
サ
ー
ク
ル
）に
出
向
い
て
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
、
８
の
つ
く
日

は
お
寺
に
「
 御
詠
歌
 」
を
唱
え
に
行
き
ま
す
。

ご
え
い
か

ま
た
、
月
に
１
回
は
近
所
の
お
宅
に
集
ま
っ

て
、
仲
の
い
い
７
～
８
人
で
お
し
ゃ
べ
り
。

　
別
の
町
に
住
む
娘
さ
ん
か
ら
は
「
一
緒
に

住
も
う
」
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
引
っ
越
す
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
　
年
間
こ
こ
に
住
ん
で
い
ま
す
。
住
み

40

慣
れ
た
街
を
離
れ
る
気
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

ご
近
所
が
い
い
人
ば
か
り
で
、『
何
か
あ
っ

た
ら
言
っ
て
く
だ
さ
い
ね
』
っ
て
、
い
つ
も

気
に
掛
け
て
く
れ
る
。
月
に
２
回
通
っ
て
い

る
病
院
も
、
気
心
が
知
れ
て
い
ま
す
し
ね
」

金谷幸雄さん・幸子さん夫妻
　　　（80歳）　　（78歳）

平井フミさん
　　　（84歳）

「孫たちと温泉旅行に行ったんだ」
笑顔がいっぱいのスナップ写真

高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
、
ど
ん

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
、
ど
ん
なな

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
の
か
、
独
居
世
帯
、
高
齢
者

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
の
か
、
独
居
世
帯
、
高
齢
者
世世

帯
、
そ
の
他
の
世
帯
の
方
々
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

帯
、
そ
の
他
の
世
帯
の
方
々
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。。

話
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
ほ
ん
の
一

　
話
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
ほ
ん
の
一
面面

で
あ
り
、
思
い
の
一
部
分
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
お
聞

で
あ
り
、
思
い
の
一
部
分
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
お
聞
きき

し
た
内
容
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す

し
た
内
容
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。。

ご
近
所
は
み
ん
な
い
い
人
ば
か

ご
近
所
は
み
ん
な
い
い
人
ば
か
りり

特集特集　『『高齢化』人とのつながりの中高齢化』人とのつながりの中でで

み
ん
な
に
配
る
の
が
楽
し

み
ん
な
に
配
る
の
が
楽
し
みみ
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奥
さ
ん
を
早
く
に
亡
く
し
、
平
成
９
年
に

息
子
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
ず
っ
と

ひ
と
り
暮
ら
し
。

　
ひ
ざ
痛
で
歩
く
の
が
困
難
な
た
め
、
月
に

１
回
の
病
院
通
い
や
散
髪
な
ど
は
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
、
買
い
物
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
飯
は
、
自
分
で
食
べ

た
い
も
の
が
あ
る
と
き
は
作
っ
た
り
も
し
ま

す
が
、
お
友
達
が
３
食
分
を
、
毎
日
作
っ
て

自
宅
ま
で
届
け
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

　「
み
ん
な
に
お
世
話
に
な
っ
て
る
」

　
吉
田
さ
ん
は
お
話
の
最
中
、
何
度
も
何
度

も
こ
の
言
葉
を
口
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
町
内
に
は
親
戚
は
い
ま
せ
ん
が
、
近
郊
の

町
に
お
い
と
め
い
が
住
ん
で
い
ま
す
。

　「
『
何
か
あ
っ
た
ら
連
絡
く
れ
よ
』
っ
て
、

言
っ
て
く
れ
て
る
ん
で
す
。
連
絡
先
は
ち
ゃ

ん
と
こ
こ
に
貼
っ
て
あ
り
ま
す
」

　
指
差
し
た
先
に
は
２
人
の
連
絡
先
の
ほ

　「
核
家
族
化
」
が
言
わ
れ
て
久
し
い
現
代
。

生
活
ス
タ
イ
ル
、
家
族
形
態
は
急
激
に
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
潮
流
の
中
で
、
高
齢

者
世
帯
、
独
居
高
齢
者
の
問
題
は
必
然
と
も

い
え
る
結
果
で
す
。

　
人
は
ひ
と
り
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

夫
婦
だ
け
で
も
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
周
囲

の
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

「
人
間
ら
し
い
」
生
き
方
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
取
材
を
通
じ
、

そ
の
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

　
３
世
代
が
同
居
し
て
い
た
時
代
は
過
ぎ
、

子
と
親
が
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
が
「
普
通
」

の
こ
と
に
な
っ
た
今
、
そ
れ
に
代
わ
る
存
在

が
必
要
で
す
。

　
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
行
政

の
福
祉
施
策
も
重
要
で
す
。
し
か
し
、
も
っ

と
身
近
な
と
こ
ろ
に
見
守
る
「
目
」
と
、
差

し
伸
べ
る
「
手
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

昔
な
が
ら
の
「
ご
近
所
づ
き
あ
い
」で
あ
り
、

地
域
の
中
で
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

か
、
緊
急
時
の
連
絡
先
が
書
か
れ
た
紙
が
マ

グ
ネ
ッ
ト
で
止
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
や
っ
ぱ
り
、
ひ
と
り
は
寂
し
い
。
夜
に

眠
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
は
朝
ま
で
眠
れ
な
い
。
施
設
に
入
ろ

う
、
と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
け
れ
ど
、
う
ま

く
人
と
や
っ
て
い
け
る
か
と
い
う
心
配
も

あ
っ
て
…
」

　
こ
の
日
は
、
以
前
住
ん
で
い
た
草
分
地
区

の
知
人
の
お
通
夜
が
あ
る
と
の
こ
と
。

「
今
日
は
、
草
分
の
人
た
ち
が
連
絡
く
れ

て
、
車
で
一
緒
に
行
こ
う
っ
て
。
迎
え
に
来

て
く
れ
る
約
束
な
ん
で
す
」

　
吉
田
さ
ん
は
最
後
に
言
い
ま
し
た
。

「
ひ
と
り
で
い
る
と
、
何
で
も
自
分
で
や
ら

な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
ま
ぁ
、
難
し
い
こ
と
は

で
き
ん
け
ど
ね
。
で
も
、
こ
う
し
て
生
活
で

き
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
今
の
年
寄
り
は
恵
ま

れ
て
い
る
よ
」

吉田清二さん
　　　（93歳）

問合せ 保健福祉課高齢者支援班問合せ　保健福祉課高齢者支援班　拶拶盈盈69876987

み
ん
な
に
お
世
話
に
な
っ
て

み
ん
な
に
お
世
話
に
な
っ
て
るる

加藤靖加藤靖之之　生活支援生活支援員員
　
あ
る
民
生
委
員
が
、
い
つ
も
安
否
確
認
の

た
め
声
を
掛
け
る
独
居
の
方
の
様
子
を
見

よ
う
と
玄
関
前
へ
来
る
と
、
中
か
ら
声
が
す

る
も
の
の
、
窓
か
ら
は
姿
が
確
認
で
き
な

い
。
玄
関
、
窓
に
も
鍵
が
…
。

　
そ
こ
で
保
健
福
祉
課
に
連
絡
が
あ
り
駆

け
付
け
る
と
、
部
屋
の
中
で
動
け
な
く
な
っ

て
い
る
様
子
の
た
め
、
本
人
に
了
解
を
も

ら
っ
て
何
と
か
鍵
を
開
け
、
中
に
入
る
と
床

に
倒
れ
て
動
け
な
い
状
態
。
体
は
衰
弱
し

て
い
る
様
子
で
、
意
識
も
ぼ
ん
や
り
し
て
お

り
、
そ
の
ま
ま
入
院
と
な
り
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
の
地
域
で
の
見
守
り
が
命
を

救
っ
た
素
晴
ら
し
い
事
例
で
す
が
、
こ
れ
に

は
も
う
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　
近
所
に
住
む
方
が
、
前
日
の
夜
に
家
が

真
っ
暗
だ
っ
た
こ
と
を
心
配
し
、
そ
の
日
に

も
電
気
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
民
生
委
員
に
連

絡
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。

　
私
た
ち
行
政
職
員
が
で
き
る
こ
と
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
民
生
委
員
を
は
じ
め

そ
の
地
域
に
住
む
方
々
の
、
高
齢
者
を
見
守

る
あ
た
た
か
い
「
目
」
が
あ
る
こ
と
で
、
私

た
ち
に
は
安
心
感
が
あ
り
ま
す
し
、
何
よ
り

も
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
安
心
を
届

け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地域包括支援センター担当職員に聞きしまし地域包括支援センター担当職員に聞きしましたた
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　「
白
銀
荘
」
で
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

　
吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
「
白
銀
荘
」

　
そ
れ
と
も
、
古
い
木
造
の
「
白
銀
荘
」

　
ど
ち
ら
で
す
か
？

　
吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
白
銀
荘
は
上
富

良
野
町
開
基
　
年
を
記
念
し
て
平
成
９
年
に

１００

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
愛
称
を

募
集
し
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
　
点
の
応
募

３１２

が
あ
り
、
昭
和
８
年
に
建
設
さ
れ
た
古
い
施

設
か
ら
名
前
を
引
き
継
ぐ
形
で
選
ば
れ
た
の

が
「
白
銀
荘
」
で
し
た
。

　
そ
ん
な
保
養
セ
ン
タ
ー
も
オ
ー
プ
ン
か
ら

　
年
。
一
方
で
、
同
じ
敷
地
内
で
ひ
っ
そ
り

１５と
た
た
ず
み
、
今
も
風
雪
の
中
で
、
ゆ
っ
く

り
と
時
を
刻
み
続
け
る
「
白
銀
荘
」。　

　
そ
の
、
長
い
歴
史
を
刻
ん
だ
白
銀
荘
の
建

設
か
ら
　
年
の
節
目
を
記
念
し
て
、
去
る
　

８０

１０

月
　
日
、「
白
銀
荘
　
年
思
い
出
の
集
い
」
が

１３

８０

保
養
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
駆
け
付
け
た
体

育
協
会
や
山
岳
会
な
ど
の
関
係
者
　
人
余
り

４０

が
、
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
往
時
の

思
い
出
を
楽
し
く
語
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
月
は
、
白
銀
荘
の
歴
史
に
つ
い

て
ひ
も
解
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
正
　
年
の
噴
火
に
よ
り
、
木
が
根
元
か

１５

ら
押
し
流
さ
れ
た
泥
流
の
跡
が
ス
キ
ー
場
と

し
て
高
い
評
価
を
得
た
こ
と
か
ら
、
十
勝
岳

は
夏
の
登
山
だ
け
で
な
く
、
ス
キ
ー
場
と
し

て
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
世
界
的
な
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
あ
る

「
ハ
ン
ネ
ス
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
」
が
昭
和
５

年
に
十
勝
岳
を
訪
れ
、
雪
質
の
す
ば
ら
し
さ

と
、
変
化
に
富
ん
だ
ゲ
レ
ン
デ
を
絶
賛
し
た

こ
と
か
ら
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
注
目
を
浴
び
、
ス

キ
ー
客
も
増
加
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
昭
和
８

年
に
道
営
の
ヒ
ュ
ッ
テ
と
し
て
建
設
さ
れ
た

の
が
「
白
銀
荘
」
で
す
。

　
し
か
し
、
白
銀
荘
は
宿
泊
で
き
る
人
数
も

少
な
く
、
名
士
の
迎
賓
用
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
た
た
め
、
一
般
客
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
村
民
や
一
般
登
山
者
用
の
宿
泊
施

設
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
当
時
の
吉
田
貞

次
郎
村
長
は
、
翌
年
に
　
人
収
容
の
一
般
用

３０

村
営
ヒ
ュ
ッ
テ
を
建
設
し
ま
す
。

　
こ
れ
が
白
銀
荘
の
姉
妹
ヒ
ュ
ッ
テ
「
 勝
 

し
ょ
う

 岳
 

が
く

荘
」
で
す
。
勝
岳
荘
は
昭
和
　
年
に
火
災
に

34

よ
り
焼
失
し
ま
す
が
、
翌
年
に
は
再
建
。
同

　
年
に
は
白
銀
荘
南
側
に
移
転
併
設
さ
れ
、

53白
銀
荘
の
一
体
施
設
と
な
り
ま
す
が
、
平
成

９
年
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。　

白白白白白白白白白白白白白白白白銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀白銀荘荘荘荘荘荘荘荘荘荘荘荘荘荘荘荘荘
    ８０８０歳歳おおめめででととうう！！

右は建設当時（昭和8年）の白銀荘

　
白
銀
荘
に
は
多
く
の
著
名
人
が
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
世
界
で
初
め
て
雪
の
結
晶
を
人
工

的
に
作
る
こ
と
に
成
功
し
雪
博
士
と
い
わ
れ

る
物
理
学
者
、
中
谷
宇
吉
郎
も
そ
の
１
人
。

　「
雪
の
結
晶
は
天
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
で

あ
る
」
と
の
言
葉
を
の
こ
し
た
宇
吉
郎
は
、

昭
和
８
年
の
冬
か
ら
３
冬
に
わ
た
り
、
白
銀

荘
に
泊
ま
り
込
ん
で
雪
の
結
晶
を
観
察
し
ま

し
た
。
そ
の
著
書
の
中
で
、
白
銀
荘
と
そ
の

と
き
の
様
子
を
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。

　「
階
下
が
食
堂
兼
居
室
で
、
普
通
の
山
小

屋
の
体
裁
に
真
中
に
大
き
い
薪
ス
ト
ー
ヴ
が

あ
っ
て
、
二
階
が
寝
室
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
小
屋
の
附
近
は
不
思
議
と
風
当
り
が
少
い

の
で
、
下
の
ス
ト
ー
ヴ
の
暖
み
に
気
を
許
し

白
銀
荘
と
勝
岳
荘

白
銀
荘
の
お
客
さ
ま

問合せ　産業振興課商工観光班　拶盈6983

８０歳に
カンパーイ!!
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て
、
寝
室
の
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
い
る
と
、

自
分
た
ち
に
は
こ
の
小
屋
の
二
階
が
 何
処
 よ

ど
こ

り
も
安
ら
か
な
眠
り
の
場
所
で
あ
る
。」（
中

谷
宇
吉
郎
随
筆
集
　
樋
口
敬
二
編
　
１
９
８

８
年
　
岩
波
文
庫
）

　「
真
暗
な
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
に
出
て
懐
中
電
燈

を
空
に
向
け
て
見
る
と
、
底
な
し
の
暗
い
空

の
奥
か
ら
、
数
知
れ
ぬ
白
い
粉
が
後
か
ら
後

か
ら
と
無
限
に
続
い
て
落
ち
て
く
る
。
そ
れ

が
大
体
き
ま
っ
た
大
き
さ
の
 螺
旋
形
 を
描
き

ら
せ
ん
け
い

な
が
ら
舞
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
大

部
分
の
も
の
は
キ
ラ
キ
ラ
と
電
燈
の
光
に
輝

い
て
、
結
晶
面
の
完
全
な
発
達
を
知
ら
せ
て

く
れ
る
。（
中
略
）
闇
の
中
を
頭
上
だ
け
一

部
分
懐
中
電
燈
の
光
で
区
切
っ
て
、
そ
の
中

を
 何
時
 ま
で
も
舞
い
落
ち
て
来
る
雪
を
仰
い

い
つ

で
い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
自
分
の
身
体
が

静
か
に
空
へ
浮
き
上
っ
て
行
く
よ
う
な
錯
覚

が
起
き
て
来
る
。（
中
略
）
そ
の
感
覚
自
身

は
実
に
珍
し
い
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
経
験

で
あ
っ
た
。」（
雪
　
中
谷
宇
吉
郎
著
　
１
９

白銀荘(左）と勝岳荘(右）（撮影年不明） 十勝岳山開き記念（昭和２９年７月）

　
そ
ん
な
白
銀
荘
も
、
保
養
セ
ン
タ
ー
が
オ

ー
プ
ン
し
て
か
ら
は
大
き
な
役
目
を
終
え
、

取
り
壊
し
を
待
っ
て
い
る
状
態
で
し
た
。

　
保
存
に
向
け
て
は
、
平
成
９
年
に
は
北
海

道
山
岳
連
盟
か
ら
の
陳
情
書
が
出
さ
れ
、
上

富
良
野
十
勝
岳
山
岳
会
も
保
存
へ
の
意
思
を

固
め
な
が
ら
も
、
具
体
的
な
進
展
は
な
し
。

　
そ
ん
な
中
、
上
富
良
野
町
体
育
協
会
、
上

富
良
野
十
勝
岳
山
岳
会
、
上
富
良
野
ス
キ
ー

連
盟
の
３
者
連
名
で
、
次
の
よ
う
な
内
容
の

「
旧
白
銀
荘
使
用
に
関
す
る
要
望
書
」
が
平

成
　
年
９
月
、
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
す
。

１７
　「
昔
か
ら
旧
白
銀
荘
は
（
中
略
）
多
く
の

人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
町

民
の
中
に
も
十
勝
岳
を
愛
す
る
も
の
が
た
く

　昭和２８年か２９年ごろから、山スキー

を楽しむのによく泊まっていました。

　土曜日の午後に仲間と、食材を持っ

て、駅前から馬そりに乗って中茶屋ま

で。その後は、スキーに毛皮のシール

をつけて、採掘場から硫黄を運ぶため

の鉄索があった跡を歩いて、夕方遅く

に白銀荘に到着。みんなで夕食を作っ

て、お酒を飲んで…。ウイスキーに外

の雪や氷を入れてオン・ザ・ロック。

　寝るのは2階で、１０人も寝れば満員

の広さ。行くときはいつも、込んでい

ました。寝具は備え付けの毛布があっ

たので、それを使っていました。

　次の日は三段山の森林限界ぐらいま

で登って、あとは中茶屋まで、鉄索コ

ースを通ってまっすぐに滑って降りる

だけ。スキーを履いていてもひざまで

埋まるほどふかふかで、転んだら最

後、立ち上がるのがひと苦労でした

が、雪質は本当に最高でした。

　当時の照明はランプ。冬の夜の白銀

荘を写そうと思い立ちましたが、ラン

プの明かりでは暗い。そこで、カメラ

を外にセットし、全部の部屋でフラッ

シュをたいて写しました（下の写真）。

当時のフラッシュは電球式で、光るの

は1回だけの使い捨て。実は、お金が

かかった写真なんですよ（笑）。

　青年団で泊まりに行ったり、ボーイ

スカウトの指導者として子どもたちを

連れて行ったりもしました。

　あと、昔は、山開きは白銀荘でやっ

ていましたね。懐かしいですね。

　白銀荘が皆さんのおかげで取り壊さ

れず残っている。うれしいことです。
さ
ん
お
り
、
十
勝
岳
の
魅
力
を
語
り
合
え
る

場
所
と
し
て
、
冬
期
間
の
山
ス
キ
ー
愛
好
者

が
集
い
休
憩
す
る
場
と
し
て
ま
た
、
山
小
屋

の
古
い
遺
産
を
伝
承
す
る
こ
と
の
意
義
を
考

え
（
中
略
）
取
り
壊
し
計
画
が
決
定
さ
れ
る

ま
で
（
中
略
）
使
用
及
び
維
持
管
理
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
す
」

　
こ
れ
を
受
け
、
町
と
３
者
で
「
旧
白
銀
荘

使
用
に
係
る
覚
書
」
を
交
わ
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
岳
会
、
ス
キ
ー
連
盟

が
主
体
と
な
っ
て
募
金
を
募
り
、
寄
せ
ら
れ

た
厚
意
は
　
万
円
超
。
こ
の
資
金
と
提
供
を

２５０

受
け
た
補
修
資
材
に
よ
り
屋
根
、
壁
、
窓
な

ど
を
補
修
し
、
現
在
の
姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
道
内
の
老
朽
化
し
た
山
小
屋
が
次
々
と
姿

を
消
す
中
、
維
持
管
理
を
買
っ
て
出
た
３
団

体
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
こ
の
古
い
山

小
屋
が
、
少
し
で
も
長
く
、
山
を
愛
す
る
人

た
ち
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
こ
と
を
、
願

わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

新町の成田政一さんに、白銀
荘の思い出をお聞きしました

白
銀
荘
に
勝
岳
荘
を

　
移
転
併
設
（
昭
和
　
年
）

５３

白
銀
荘
を
次
世
代
へ
…

９
４
年
　
岩
波
文
庫
）

　
山
小
屋
「
白
銀
荘
」
の
ぬ
く
も
り
と
幻
想

的
な
雪
景
色
が
、
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

※本文中、一部敬称を略させていただきました。
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友
好
都
市
提
携
の

友
好
都
市
提
携
の
街街

　
今
年
は
、
三
重
県
津
市
と
平
成
9
年
7
月

に
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で
か
ら
　
年
目
の

15

節
目
の
年
。

　
こ
れ
を
記
念
し
、
向
山
町
長
を
団
長
と
し

た
　
人
の
市
民
訪
問
団
が
、
　
月
7
日
か
ら

16

10

9
日
ま
で
津
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
三
重
県
津
市
に
向
か
い
、
前
葉

泰
幸
市
長
を
は
じ
め
市
民
交
流
課
職
員
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
年
に
一
度
の
「
津
ま
つ
り
」
の

最
終
日
。
市
内
は
大
勢
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
訪
問
団
は
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
祭
り
会
場
の
津
市
観
光
協
会
ブ

ー
ス
へ
。
こ
こ
で
は
か
み
ふ
産
の
じ
ゃ
が
い

も
や
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
売
り
切

れ
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

　
お
 城
西
 公
園
に
は
、
平
成
９
年
に
町
か
ら

し
ろ
に
し

贈
ら
れ
た
「
津
市
・
上
富
良
野
町
友
好
都
市

提
携
記
念
碑
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
た
訪
問

残
高
田
本
山
専
修
寺
訪
問

　
親
鸞
聖
人
が
開
い
た
、
通
称
「
高
田
本
山
」

で
親
し
ま
れ
て
い
る
高
田
本
山
専
修
寺
。

　
数
多
く
の
伽
藍（
が
ら
ん
）が
建
ち
並
ぶ
境

内
は
圧
巻
。
中
で
も
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
御
影
堂（
み
え
い
ど
う
）は
、
9
年

に
も
及
ぶ
大
修
理
を
平
成
　
年
に
終
え
た
ば

19

か
り
で
、
見
事
の
ひ
と
言
で
し
た
。

郎
友
の
会
」
の
飯
田
会
長
の
歓
迎
を
受
け
、

館
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
松
浦
武
四
郎
は
三
重
県
が
生
ん
だ
偉
人
。

「
北
海
道
」
の
名
付
け
親
で
も
あ
り
ま
す
。

記
念
館
に
は
、
多
く
の
重
要
文
化
財
や
三
重

県
有
形
文
化
財
が
収
蔵
さ
れ
、
武
四
郎
に
関

す
る
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

残
松
浦
武
四
郎
記
念
館
訪
問

　
次
に
訪
れ
た
の
は
松
浦
武
四
郎
記
念
館
。

中
野
館
長
を
は
じ
め
、「
松
浦
武
四
郎
生
誕

　
年
の
会
」
の
三
好
会
長
や
、「
松
浦
武
四

２００　
こ
の
ほ
か
、
十
勝
岳
噴
火
の
泥
流
被
害
か

ら
の
復
興
に
尽
力
し
た
吉
田
貞
次
郎
村
長
の

生
家
や
、
伊
勢
神
宮
も
訪
れ
ま
し
た
。

御影堂前にて、記念写真をパチリ。

１
日
目

月
７

１
日
目
　
　
月
７
日日

1010

２
日
目

月
８

２
日
目
　
　
月
８
日日

1010

団
一
行
は
、
津
市
と
の
絆
を
実
感
、
感
嘆
の

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
向
山
町
長
は
「
津
・
郷
土
芸
能

の
集
い
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に

出
席
し
、
会
場
に
詰
め
掛
け
た
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
向
け
、
両
市
町
の
交
流
の
歴
史

を
振
り
返
り
な
が
ら
あ
い
さ
つ
。
樽
酒
の
鏡

割
り
に
も
参
加
し
て
、
津
ま
つ
り
フ
ァ
ナ
ル

ス
テ
ー
ジ
を
見
学
し
ま
し
た
。

三
重
県
津
市
を
訪
ね

三
重
県
津
市
を
訪
ね
てて
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一
方
、
向
山
町
長
は
地
元
の
農
作
物

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
津
市
内
の
企
業
4
か
所

を
訪
問
し
ま
し
た
。

残
安
東
小
学
校
訪
問

　
す
が
す
が
し
い
秋
晴
れ
の
も
と
、
上
富
良

野
西
小
学
校
と
姉
妹
校
提
携
し
て
い
る
安
東

小
学
校
へ
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
紫
色
に
染
め
ら

れ
た
子
ど
も
た
ち
手
づ
く
り
の
歓
迎
看
板

と
、
児
童
と
先
生
約
　
人
の
暖
か
い
拍
手
に

１５０

迎
え
ら
れ
、
一
行
は
大
感
激
。

　
槌
谷
校
長
先
生
と
林
児
童
会
長
か
ら
の
歓

迎
の
言
葉
と
、
お
土
産
と
し
て
伊
勢
型
紙
し

お
り
、
児
童
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
お
米

「
安
東
米
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
歓
迎
の
お
返
し
に
、
訪
問
団
か
ら
は
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
匂
い
袋
、
か
み
ふ
産
の
小
麦
を

使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。

　
校
舎
に
は
上
富
良
野
西
小
学
校
と
の
交
流

の
写
真
が
展
示
し
て
あ
り
、
一
行
は
小
学
校

を
通
し
て
の
交
流
の
芽
も
、
着
実
に
育
っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
月
9
日
、
津
市
役
所
に
お
い
て

10
「
災
害
時
の
情
報
発
信
に
関
す
る
相
互
応
援

協
定
書
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
大
規
模
災
害
な
ど
で
通
信

機
器
が
故
障
し
た
り
、
電
話
回
線
が
寸
断
さ

れ
る
な
ど
で
情
報
発
信
が
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
、
被
災
し
て
い
な
い
方
の
職
員
が
、
衛

星
電
話
な
ど
を
利
用
し
て
最
新
の
被
災
状
況

や
避
難
場
所
な
ど
を
聞
き
取
り
、
共
同
設
置

し
た
防
災
ブ
ロ
グ
に
書
き
込
む
こ
と
で
、
迅

速
に
正
確
な
情
報
を
住
民
に
届
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
向
山
町
長
は
「
町
民
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
手
段
と
し
て
活
用
し
た
い
」
と
話

し
、
前
葉
市
長
と
防
災
へ
の
取
り
組
み
強
化

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

残
前
葉
市
長
表
敬
訪
問

　
そ
の
後
、
津
市
役
所
に
て
前
葉
市
長
を
表

敬
訪
問
。
訪
問
歓
迎
式
の
席
上
、
両
市
町
長

は
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
の
歴
史
を
踏
ま
え
、

津
市
と
上
富
良
野
町
が
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
交
流
を
進
め
、
絆
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
、
津
な
ぎ
さ
ま
ち
か
ら
高
速
艇

に
乗
り
、
津
市
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
見
送
り

を
受
け
な
が
ら
、
津
市
を
後
に
し
ま
し
た
。　

　
今
回
の
訪
問
で
は
、
自
分
た
ち
の
祖
先
の

あ
ゆ
み
と
、
現
在
の
友
好
の
軌
跡
を
確
認
で

き
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。

町
長
企
業
訪
問

　
災
害
時
の
情
報
発
信
に
関
す

る
相
互
応
援
協
定
調
印
式

韻韻

吋吋

写
真
陰
　
ラ
ン
の
栽
培
を
手
掛
け
る

赤
塚
植
物
園
。
わ
が
町
の
観
光
の

売
り
で
あ
る
「
花
」
の
栽
培
に
つ

い
て
、
指
導
協
力
を
依
頼
。

写
真
隠
　
和
菓
子
・
洋
菓
子
を
販
売

す
る
株
式
会
社
刀
根
菓
子
館
。
あ

ん
に
使
う
小
豆
は
十
勝
産
と
の
こ

と
。
か
み
ふ
も
良
質
な
小
豆
の
産

地
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
。

写
真
韻
　
株
式
会
社
東
洋
軒
。
松
阪

牛
入
り
の
ブ
ラ
ッ
ク
カ
レ
ー
が
目

玉
商
品
で
、
か
み
ふ
ら
の
ポ
ー
ク

に
注
目
が
。「
豚
カ
レ
ー
も
試
し

て
み
た
い
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

写
真
吋
　
肉
ま
ん
・
あ
ん
ま
ん
で

お
な
じ
み
井
村
屋
グ
ル
ー
プ
株
式

会
社
。
保
存
が
利
く
、
災
害
備
蓄

用
の
よ
う
か
ん
を
販
売
中
。
原
料

の
小
豆
に
か
み
ふ
産
を
Ｐ
Ｒ
。

陰陰隠隠

学校の前庭には上富良野開拓の父・

田中常次郎の碑もありました

児童が育てた「安東米」のプレゼント！

3
日
目

月
9

3
日
目
　
　
月
9
日日

1010

※本文中、一部敬称を略させていただきました。
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開 催 日

１１１１//2222

議会と語ろう議会と語ろう！！

　
昨
年
は
、
午
前
・
午
後
・
夜
間
の
３
回
、

各
２
か
所
で
６
回
の
報
告
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
　
名
の
参
加
が
あ
り
、
設
定
さ
れ
た

７９

テ
ー
マ
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
町
づ
く

り
に
つ
い
て
の
意
見
や
質
問
を
い
た
だ
き
、

出
席
議
員
と
積
極
的
な
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
設
定
懇
談
テ
ー
マ
の
「
議
員
定
数

と
報
酬
に
つ
い
て
」
で
は
、
議
員
定
数
の
あ

り
方
と
、
議
員
個
人
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
議
会
運
営
の

た
め
に
は
ど
の
程
度
ま
で
の
定
数
が
必
要
な

の
か
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
の
考
え
方
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

第3回上富良野町議会報告第3回上富良野町議会報告会会
を開催しまを開催しますす

昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
のののののののののののののののののののののののののののののの
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
でででででででででででででででででででででででででででででで
はははははははははははははははははははははははははははははは
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

昨
年
の
議
会
報
告
会
で
は
・
・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
報
告
会
は
設
定
の
テ
ー
マ
だ
け
で
な
く
、

ど
ん
な
内
容
で
も
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
せ
る

雰
囲
気
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
誰
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
意
見
で
、
さ
ら
に
住
み
良
い
ま

ち
に
し
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ
　
議
会
事
務
局
　
拶
盈
6
9
9
2

暫
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
重
要
で
、
農
業
の
活
性
化

を
議
員
の
力
で
何
と
か
し
て
ほ
し
い

暫
見
晴
台
公
園
の
整
備
と
運
営
の
改
善
に
つ

い
て
、
中
心
街
に
誘
導
で
き
る
よ
う
な
施

策
や
利
活
用
を

暫
千
望
峠
を
積
極
的
に
活
用
し
、
観
光
振
興

を
暫
エ
ゾ
シ
カ
対
策
と
し
て
、
駆
除
と
シ
カ
肉

の
活
用
を

暫
日
の
出
公
園
の
整
備
と
利
活
用
、
観
光
振

興
に
つ
い
て

暫
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
と
今
後

の
継
続
に
つ
い
て

暫
移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て

場 所時 間

里仁会館9：00

日新会館9：00

セントラルプラザ18：00

保健福祉総合センターかみん18：00

　
上
富
良
野
町
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
議
会
で
の
活
動
や
町
行
政
の
動
き
な
ど
を

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
議
会
へ
直
接
意
見
を

い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
議
会
報
告
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
　
月
　
日
に
４
か
所
で
開
催

１１

２２

し
ま
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

懇談テー懇談テーママ

　「まちづくり「まちづくり」」についてについて

こ
ん
な
意
見

こ
ん
な
意
見
がが

あ
り
ま
し

あ
り
ま
し
たた

※対象住民会に関係なく、都合の良い開場にお越しください
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月
６
日
か
ら
８

１０
日
ま
で
見
晴
台
公
園

ほ
か
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
回
目
を
数
え
る

４１
今
年
は
、
町
内
の
宿

泊
施
設
で
は
、
お
客

様
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
ほ
か
、
記
念
品
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
。
見
晴
台
公
園
会
場
で
は
抽
選
会
や

野
菜
の
直
売
の
ほ
か
、
地
元
産
の
じ
ゃ
が
い

も
な
ど
の
無
料
試
食
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
来

場
者
は
秋
の
味
覚
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
上
富
良
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
上
富
良

野
町
生
活
安
全
推
進
協
議
会
女
性
部
に
よ
る

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
３
連
休
初
日

の
　
月
６
日
、
国
道
　
号
線
の
見
晴
台
公
園

１０

２３７

向
か
い
の
駐
車
帯
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
勢
　
人
が
参
加
し
て
、
交
通
安
全
旗
波

６０

作
戦
と
啓
発
物
資
の
配
布
で
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

１０/５

新
し
い
家
族
を
探
し
て

犬
・
猫
譲
渡
会

１０/6

こ
の
先
も
安
全
運
転
で
　

交
通
安
全
合
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

た
犬
・
猫
の
里
親
を
探
す
場
。
こ
の
日
は
犬

2
匹
、
猫
　
匹
で
、
中
に
は
東
日
本
大
震
災

12

で
保
護
さ
れ
た
犬
・
猫
も
。
訪
れ
た
方
に
は

リ
ス
ト
を
見
て
も
ら
い
、
気
に
入
れ
ば
正
し

い
飼
い
方
の
説
明
を
し
て
か
ら
実
際
に
会
わ

せ
ま
す
が
、
お
届
け
は
後
日
。
引
き
受
け
に

は
ワ
ク
チ
ン
代
な
ど
が
か
か
り
ま
す
。

　
主
催
者
で
、
道
の
動
物
愛
護
推
進
委
員
の

高
橋
直
子
さ
ん
は
「
で
き
る
限
り
人
の
都
合

で
殺
処
分
に
し
た
く
な
い
と
の
思
い
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
飼
い
方
で
は
な

く
、
動
物
に
合
っ
た
飼
い
方
で
、
飼
い
主
と

ペ
ッ
ト
、
両
方
が
楽
し
く
暮
ら
し
て
ほ
し
い

で
す
」
と
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
譲
渡
会
は
定
期
的
に
開
催
。
ひ
つ
じ
の
詩

Ｈ
Ｐ
に
あ
る
ブ
ロ
グ
で
確
認
で
き
ま
す
。

１０/6

秋
本
番
 か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳

紅
葉
ま
つ
り

　
町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員

会
主
催
の
町
民
歩
こ
う
会
が
　
月
8
日
の

10

「
体
育
の
日
」
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
白
金
温
泉
駐
車
場
か
ら
白
銀
荘

ま
で
の
約
８
灼
で
、
上
り
坂
が
多
い
道
を
参

加
者
　
人
が
お
互
い
に
励
ま
し
な
が
ら
、
無

５０

理
の
な
い
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
雲
ひ
と
つ
な
い
秋
晴
れ
で
、
十

勝
岳
も
く
っ
き
り
。
紅
葉
も
見
ご
ろ
で
、
目

に
も
楽
し
い
道
の
り
に
参
加
者
か
ら
は
「
き

れ
い
だ
ね
」
と
う
れ
し
そ
う
な
声
も
。

　
途
中
、
望
岳
台
な
ど
で
休
憩
を
挟
み
な
が

ら
、
昼
す
ぎ
に
は
全
員
が
無
事
に
白
銀
荘
到

着
。「
や
っ
と
着
い
た
」「
疲
れ
た
～
」
と
息

を
切
ら
せ
な
が
ら
も
、
皆
さ
ん
満
足
そ
う
な

笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

体
育
の
日
に
は

歩
こ
う
会

１０/8１０/１３

本
を
無
料
で
大
放
出
！

図
書
館
ま
つ
り

　
図
書
館
ま
つ
り
が
、
　
月
　
日
に
公
民
館

１０

１３

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ふ
だ
ん
は
見
ら
れ
な
い
、
繊
細
な
造
り
の

仕
掛
け
絵
本
を
は
じ
め
、
読
書
コ
ン
ク
ー
ル

の
感
想
画
の
展
示
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

折
り
紙
で
カ
ル
ガ
モ
の
親
子
を
作
る
な
ど
、

楽
し
い
催
し
物
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

　
中
で
も
大
人
気
だ
っ
た
の
が
本
の
リ
サ
イ

ク
ル
。
図
書
館
の
本
が
無
料
で
、
し
か
も
冊

数
制
限
な
し
で
も
ら
え
る
た
め
、
始
ま
る
前

か
ら
　
人
以
上
の
大
行
列
。
開
場
後
は
バ
ー

60

ゲ
ン
セ
ー
ル
の
よ
う
に
、
一
斉
に
古
本
コ
ー

ナ
ー
へ
。
提
供
さ
れ
た
2
千
　
冊
の
中
か
ら

100

　
　
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
「
洋
風
民
宿
 ひ

１０
つ
じ
の
詩
」
で
譲
渡
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
譲
渡
会
と
は
、
保
健
所
な
ど
で
保
護
さ
れ

お
目
当
て
の
本
を
手
に
、
皆
さ
ん
う
れ
し
そ

う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

個人ボランティアとして活動してい
る高橋さんと被災地の猫 サンちゃん

昨年より距離は短いけれど、上り坂が大変

女性向けの雑誌や児童書・絵本は大人気
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第
　
回
東
中
中
学
校
学
校
祭
が
、
　
月
　

６５

１０

２０

日（
土
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
廃
校
を
２
年
後
に
控
え
、
全
校
生
徒
は
　１０

人
。
人
数
は
少
な
い
け
れ
ど
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
て
学
校
祭
を
つ
く
る
と
い
う
思
い
か

ら
決
め
た
テ
ー
マ
は
「
『
和
』
～
新
し
い
扉

を
開
く
」
。

　
住
民
会
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
も
兼
ね
て

舞
わ
れ
た
の
は
、
地
域
で
採
れ
た
野
菜
で
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
豚
汁
と
、

特
製
の
お
弁
当
。
こ
れ
は
既
製
品
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
お
か
ず
を
決
め
て

業
者
に
発
注
し
た
も
の
で
、
お
年
寄
り
も
お

い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ご
飯
を
食
べ
た
ら
腹
ご
な
し
と
い
う
こ
と

で
、
景
品
あ
り
の
縁
日
が
…
。

　
つ
い
た
て
の
間
を
飛
ん
で
、
一
瞬
だ
け
見

え
る
モ
ノ
を
当
て
る
「
何
で
し
ょ
う
？
　
ホ

イ
ホ
イ
　
」
で
は
小
さ
い
子
は
す
ぐ
に
当
て

!!

る
の
に
、
な
ぜ
か（
？
？
）お
年
寄
り
が
大
苦

戦
！
　
「
見
え
な
い
」「
わ
か
ら
な
い
」
、

答
え
て
も
「
ハ
ズ
レ
」
を
繰
り
返
す
珍
な
光

景
は
、
周
囲
の
人
だ
け
で
な
く
当
の
本
人
も

笑
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
、
笑
い
の
連
鎖
反
応

が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
終
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
合
唱
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

続
い
て
会
場
全
体
で
の
校
歌
斉
唱
。
在
校
生

か
ら
数
十
年
前
の
卒
業
生
ま
で
、
全
員
が
声

を
合
わ
せ

て
歌
い
ま

そ
ん
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
１
期
生
の
男
性
は
「
学
校
が
な
く
な
る
の

は
や
っ
ぱ
り
寂
し
い
ね
ぇ
」
と
ポ
ツ
リ
。
残

さ
れ
た
時
間
、
生
徒
た
ち
に
は
た
く
さ
ん
の

楽
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
す
よ
う
に
…

１０/２０

廃
校
は
間
近
で
も
、
老
い
も
若
き
も
、
み
ん
な
で

盛
り
上
が
っ
た
東
中
中
学
校
学
校
祭

行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
校

の
体
育
館
に
は
高
齢
者
を
は
じ

め
、
大
勢
の
地
域
の
方
が
訪
れ

ま
し
た
。

　
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
お

な
じ
み
の
人
気
テ
レ
ビ
番
組

「
笑
点
」
な
ら
ぬ
「
笑
店
」
。

　
地
域
ネ
タ
あ
り
、
中
学
生
ら

し
い
ボ
ケ
あ
り
で
、
大
き
な
笑

い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な

ぞ
か
け
で
は
こ
ん
な
一
幕
も
。

　
　
夏
休
み
と
か
け
て

　
　
東
中
中
学
校
と
と
く

　
　
そ
の
心
は
…

　
　
ど
ち
ら
も
終
わ
り
が
切
な

　
　
い
で
し
ょ
う

　
何
だ
か
胸
に
ジ
ー
ン
と
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
は
、
 殺
陣
 や
歌
の
ス

た
て

テ
ー
ジ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ダ

ン
ス
発
表
が
あ
り
昼
食
。
振
る

し
た
。

　
最
後
に

は
、
来
場

者
そ
れ
ぞ

れ
の
「
挑

戦
」
を
披

露
。
こ

れ

は
学
校
祭

の
テ
ー
マ

を
大
き
く

書
い
た
模
造
紙
に
来
場
者
各
自
の
「
頑
張
り

た
い
こ
と
」
を
ふ
せ
ん
に
書
い
て
貼
っ
て
く

だ
さ
い
と
最
初
に
お
願
い
し
て
い
た
も
の
。

　
最
初
か
ら
、
最
後
の
来
場
者
の
見
送
り
ま

で
、
す
べ
て
に
登
場
し
た
　
人
の
生
徒
た
ち

１０

は
大
忙
し
で
し
た
が
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
の
中
で
「
み
ん
な
で
つ
く
る
学
校
祭
」

の
目
的
は
十
分
果
た
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
見
守
り
と
し
て
独
自
に
「
子
ど
も

　
番
の
家
」
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た
東
中

１１０地
区
。
今
回
の
学
校
祭
を
見
て
、
地
域
全
体

で
学
校
を
支
え
て
い
る
ん
だ
な
、
と
改
め
て

たくさんの「挑戦したいこと　頑張りたいこと」が掲
げられていました。中には「かめんらいだーになりた
い」という壮大な夢への挑戦も…
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本
来
の
　
日
に
は
少
し
早
い
で
す
が
、
小

３１

学
生
を
対
象
に
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
最
初
は
か
ぼ
ち
ゃ
を
く

り
抜
い
て
お
化
け
か
ぼ
ち
ゃ
「
ジ
ャ
ッ
ク
ラ

ン
タ
ン
」
づ
く
り
。
子
ど
も
た
ち
は
中
身
を

出
す
の
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
英
語
指
導
助
手
グ
レ
ン
先
生
の

進
行
で
、
巨
大
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
パ
ン
プ

キ
ン
福
笑
い
や
、
お
化
け
を
模
し
た
玉
を
、

目
隠
し
を
し
て
棒
で
退
治
す
る
「
ピ
ニ
ャ
ー

タ
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
後
は
一
人
ず
つ
英
語
で
「
ト
リ
ッ
ク
・

オ
ア
・
ト
リ
ー
ト（
お
菓
子
を
く
れ
な
い
と

い
た
ず
ら
す
る
よ
）」
を
グ
レ
ン
先
生
に

言
っ
て
、
お
菓
子
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

後
藤
画
伯
　
画
業
　
周
年
に

６０

た
く
さ
ん
の
祝
福

１０/１４

　
後
藤
純
男
画
伯
の
画
業
　
周
年
と
後
藤
純

６０

男
美
術
館
開
館
　
周
年
の
記
念
祝
賀
会
が
　

１５

１０

月
　
日
、
プ
ラ
ザ
富
山
で
行
わ
れ
、
　
人
余

１４

200

り
が
お
祝
い
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　
途
中
、
現
在
ま
で
を
記
録
し
た
ス
ラ
イ
ド

上
映
も
あ
り
、
「
違
い
の
わ
か
る
男
」
ネ
ス

カ
フ
ェ
・
ゴ
ー
ル
ド
ブ
レ
ン
ド
の
Ｃ
Ｍ
シ
ー

ン
が
流
れ
る
と
会
場
か
ら
は
歓
声
が
…
。

　
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
祝
福

の
声
が
、
画
伯
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
と
し
て
町
に
作
品
が
贈
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
　
月
3
日
、
日
本
画
「
春
映

11

大
和
」
を
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

古
い
消
火
器
あ
り
ま
せ
ん

か
？
　
消
火
器
無
料
点
検

１０/２１
　
消
防
署
防
災
車
庫
で
消
火
器
無
料
点
検
が

行
わ
れ
、　

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

１０２

　
消
火
器
の
薬
剤
が
固
ま
っ
た
り
、
サ
ビ
や

変
形
が
な
い
か
確
認
し
、
薬
剤
が
　
年
経
過

１０

す
る
な
ど
古
く
な
っ
た
も
の
は
、
有
料
で
交

換
も
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
昭
和
　
年
製
造

４０

の
消
火
器
を
は
じ
め
、
使
用
期
限
を
大
幅
に

過
ぎ
た
消
火
器
が
あ
り
、
消
防
士
が
「
使
用

す
る
と
爆
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
発

見
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
胸
を
な
で
お
ろ
す

場
面
も
。
古
く
な
っ
た
消
火
器
は
そ
の
場
で

廃
棄
し
て
も
ら
い
、
新
た
に
購
入
す
る
方
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
「
お
し
る
こ
」
も
振
る
舞
わ
れ
、

寒
空
の
下
、
訪
れ
た
人
は
温
か
さ
に
ほ
っ
と

し
た
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
わ
い
わ
い

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

１０/２７

第
　
回
２９
　
上
富
良
野
町
福
祉
大
会

１０/２６

防火衣を着て消防車と
写真撮影もできました

　
上
富
良
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
上

富
良
野
町
社
会
福
祉
大
会
が
、
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
、
社
会
福
祉
に
貢
献
し
た
個
人
・
団

体
の
表
彰
の
ほ
か
、
上
富
良
野
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
松
田
久
美
子
所
長
よ
り
、

「
介
護
に
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
が
行
わ
れ
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
介
護
保
険
な
ど
福
祉
制
度
の
仕
組
み
、

困
っ
た
と
き
は
ど
う
す
る
か
な
ど
が
、
分
か

り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
生
に
福
祉
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
募
集
し
た
福
祉
作
文
の
表
彰
も

あ
り
、
入
選
し
た
児
童
・
生
徒
　
人
の
作
文

１１

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
「
お
お
き
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
の
介
護
を
通
じ
て
、
素
直

な
感
想
を
つ
づ
っ
た
作
文
も
あ
り
、
出
席
者

は
し
み
じ
み
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

堀内会長から福祉作文入賞の表
彰状が渡されました
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問
合
せ
・
申
込
み

　
教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
　
　
　
　
拶
盈
５
５
１
１

教
育
講
演
会

　
町
P
T
A
連
合
会
主
催
の
「
子
ど
も
の
前

向
き
な
心
を
育
て
る
ヒ
ン
ト
」（
予
定
）を
テ

ー
マ
と
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日（
水
）　
開
演
　
時
　
分

１１

２８

１８

３０

場
所
　
上
富
良
野
中
学
校
体
育
館

講
師
　
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
準
教
授

　
平
野
直
己
　
氏

申
込
期
限
　
　
月
　
日（
金
）

１１

１６

　
玉
入
れ
で
、
い
い
汗
流
そ
う
！

日
時
　
　
月
２
日（
日
）　
受
付
８
時
　
分

１２

３０

場
所
　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　平成２４年度上川地方青少年発明くふう作品展（旭川

科学館で１０月６～８日開催）に、上富良野町から次の

作品が入賞されました。　

司旭川市博物館科学館長賞　　　　（写真１段目）

　平沢伴明（江幌小４年）「どんぐり貯金箱」

司旭川商工会議所会頭賞　　　　　（写真２段目）

　丹野葵木（上富西小５年）「動物園のペンギン館」

司旭川発明協会長賞　　　　　　　（写真３段目）

　中田渓心（上富小２年）「輪ゴム鉄ぽう」

司上川・旭川創意くふう教育研究会長賞

　　　　　　　　　　　　　　　　（写真４段目）

　林小晴（上富小４年）「ジェットコースターゲーム」

司英知国際特許事務局長賞

　倉谷悠立（江幌小５年）「がびょう取り」

司ＮＨＫ賞

　西塚大悟（上富西小６年）「自動うちわあおぎ装置」

司旭川ゾンタクラブ会長賞

　増田久遠（上富西小３年）「ホラーハウス」

司北海道新聞社賞

　村上溜葵（上富小１年）「かば」

上
富
良
野
町
成
人
式

　
対
象
者
に
は
、
　
月
中
旬
に
ハ
ガ
キ
で
ご

１２

町
民
玉
入
れ
大
会

初
級
英
会
話
教
室

　
英
語
指
導
助
手
の
グ
レ
ン
・
オ
グ
デ
ン
を

講
師
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
・
　
日
、
　
月
５
・
　
・
　

１１

２１

２８

１２

１２

１９

日
　
い
ず
れ
も
水
曜
日
の
　
時
～
　
時
　

１９

２０

場
所
　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
　
中
学
生
以
上（
中
学
生
保
護
者
同
伴
）

定
員
　
　
名
２０

参
加
料
　
無
料（
内
容
に
よ
り
材
料
費
な
ど

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

申
込
期
限
　
　
月
　
日（
月
）

１１

１９

 お
や
こ
元
気
ア
ッ
プ
ス
ク
ー
ル

　
大
人
向
け
、
子
ど
も（
小
学
生
）向
け
、
２

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時
・
内
容

　
　
月
　
日（
日
）　
受
付
開
始
９
時
　
分

１１

１８

３０

斬
大
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
　
時
～
　
時
　
分
　

１０

１１

４０

　
講
演
　
「
夢
と
ス
ポ
ー
ツ
」

　
講
師
　
富
良
野
木
村
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

　
　
代
表
　
木
村
公
宣
氏

斬
子
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
　
時
～
　
時

１０

１２

　
①
ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ
・
ダ
ン
ス
（
体
操
）

　
②
ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

場
所
　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
無
料

上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふううううううううううううううううううううううううううううううう展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

パ
ソ
コ
ン
教
室

　
上
富
良
野
高
校
学
校
開
放
講
座
と
公
民
館

講
座
の
連
携
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
の
年
賀
状
作
り
を
め
ざ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

日
時
　
　
月
　
日（
月
）・
　
日（
火
）、
　
月

１１

２６

２７

１２

　
３
日（
月
）・
４
日（
火
）　
　
時
～
　
時

１９

２０

場
所
　
上
富
良
野
高
校
２
階
パ
ソ
コ
ン
室

対
象
　
　
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

１８

定
員
　
　
名
３０

受
付
期
間
　
　
月
　
日（
水
）～
　
日（
火
）

11

14

20

申
込
み
・
問
合
せ

　
上
富
良
野
高
校
　
拶
盈
4
4
4
7

種
目
　
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

　
　
　
女
性
の
部
、
一
般
の
部

チ
ー
ム
編
成
　
１
チ
ー
ム
　
名
以
内（
監
督

１０

含
む
）で
、
競
技
選
手
は
６
名

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
１
千
円（
保
険
代
含
む
）

申
込
期
限
　
　
月
　
日（
月
）

１１

２６

案
内
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日（
日
）

２５

１３

　
　
　
受
付
　
時
　
分
　
式
典
　
時
　
分

12

30

１３

３０

内
容
　
式
典
、
記
念
撮
影
な
ど

場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

対
象
　
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

そ
の
他
　
町
外
に
お
住
ま
い
で
、
上
富
良
野

町
の
成
人
式
出
席
を
希
望
の
方
は
、
　
月
１１

　
日（
月
）ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

２６
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in
fo
rm
a
tio
n

お知らせ
information

　
「
児
童
虐
待
」
と
聞
く
と
、
身
近
な

で
き
ご
と
と
し
て
想
像
し
に
く
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
不
適
切
な
子
育

て
」
と
考
え
て
み
る
と
…

　
あ
な
た
に
は
「
も
し
か
し
て
？
」
と

思
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
子
ど
も
に
暴
力
を
ふ
る
っ
て
は
い
な

く
て
も
、「
無
関
心
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
　

　
そ
れ
は
、
育
児
放
棄（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
言
葉
で
脅
し
た
り
、
子
ど
も
を
無
視

す
る
、
不
潔
な
環
境
に
置
く
の
も
虐
待

の
ひ
と
つ
で
す
。

　
子
ど
も
の
身
体
と
心
が
傷
つ
く
前
に

気
付
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
気
に
な
る
子
が
い
た
ら
…

　
あ
な
た
自
身
が
子
育
て
に
悩
ん
で
い

　
た
ら
…

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

仕
保
健
福
祉
課
　
　
　
拶
盈
6
9
8
7

仕
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
５
０
１

仕
旭
川
児
童
相
談
所

　
　
拶
０
１
６
６
‐
２
３
‐
８
１
９
５

仕
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
拶
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
０
０
０

　「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護

者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」（
障

害
者
虐
待
防
止
法
）に
は
、
虐
待
に
よ
っ
て

障
が
い
者
の
権
利
や
尊
厳
が
お
び
や
か
さ
れ

る
こ
と
を
防
ぎ
、
障
が
い
者
の
安
定
し
た
生

活
や
、
社
会
参
加
を
助
け
る
た
め
の
取
り
組

み
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
施
設
の
職
員
か
ら
暴
行
を
受

け
た
り
、
勤
め
先
か
ら
賃
金
が
払
わ
れ
な

か
っ
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が

ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
が
暮
ら
す
家
庭
で
も
、
家
族
や

親
族
、
同
居
人
な
ど
の
養
護
者
に
よ
る
虐
待

が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
虐
待
が
発
生
す
る
背
景
に

は
、
障
が
い
の
特
性
に
対
す
る
周
囲
の
人
の

知
識
や
理
解
の
不
足
や
、
障
が
い
者
が
い
る

家
庭
や
福
祉
施
設
の
閉
鎖
性
な
ど
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
虐
待
は
閉
鎖
的
な
環
境
で
発
生
し
て
お

り
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
障
が
い
者
自
ら
が

訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
た

め
、
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、
周
囲
の

人
た
ち
か
ら
の
通
報
が
不
可
欠
で
す
。　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　（
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
内
）

 残
平
日
の
８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１７

１５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  拶
盈
６
９
８
７

 残
夜
間
、
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー

　
ハ
イ
ツ
」
へ
転
送
）
  拶
盈
６
５
３
３

　
町
で
は
児
童
相
談
所
、
保
健
所
、
警

察
、
消
防
、
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、

民
生
児
童
委
員
な
ど
と
「
上
富
良
野
町
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
を
組
織

し
、
連
携
・
協
力
し
て
児
童
虐
待
の
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月はははははははははははははははははははははは

児童虐待防  児童虐待防止止

推進月　 推進月間間 でででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
気気
づづ
くく
のの
はは

ああ
なな
たた
とと
地地
域域
のの

心心
のの
目目

　
障
が
い
者
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
虐
待

を
見
た
り
、
ご
自
身
が
虐
待
を
受
け
た
場

合
は
、
通
報
や
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

養
護
者
に
よ
る
虐
待

　
身
の
回
り
の
世
話
な
ど
を
行
っ
て
い
る

家
族
や
親
族
、
同
居
人
な
ど
か
ら
の
虐
待

施
設
の
職
員
な
ど
に
よ
る
虐
待

　
障
害
者
福
祉
施
設
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
、
相
談
支
援
事
業
所
の
従
事
者

か
ら
の
虐
待

使
用
者
に
よ
る
虐
待

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
雇
用
す
る
事
業
主
、

工
場
長
、
労
務
管
理
者
な
ど
か
ら
の
虐
待

　
障
が
い
者
の
虐
待
に
関
す
る
相
談
、
通

報
、
お
問
合
せ
は
左
記
へ
。

平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
施
行

２４

１０
障
害
者
虐
待
防
止

障
害
者
虐
待
防
止
法法

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに児童虐待を当事者だけの問題で済ませずに、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
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児
童
虐
待
は
身
体
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、
放
棄
・
放
任
、
性
的
虐
待
の
4
種
類
、

障
が
い
者
虐
待
は
、
こ
れ
に
経
済
的
虐
待（
勝
手
に
お
金
を
使
っ
て
し
ま
う
な
ど
）を

加
え
た
5
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ モモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモ



　
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
の
一
つ
「
要
約
筆
記
」

を
体
験
し
、
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
　
月
１
日（
土
）

12

　
　
　
　
　
　
　
時
～
　
時
　
分

10

14

45

場
所
　
中
富
良
野
町

　
　
　
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
無
料

申
込
期
限
　
　
月
　
日（
水
）

11

28

申
込
み
・
問
合
せ

　
富
良
野
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
拶
鰻
３
９
３
３
　
鯖
姥
２
８
２
８

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

in
fo
rm
a
tio
n

広報かみふらの ２０１2.１１　介

お知らせ
information

保保
健健

生
ご
み
収
集
の
休
止
に
も

生
ご
み
収
集
の
休
止
に
も
ご

理
解
と
ご
協
力
を

理
解
と
ご
協
力
を
！

福福
祉祉

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
、
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
　
月
　

１２

３１

日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象

で
、
過
去
の
年
度
分
や
追
納
保
険
料

な
ど
も
含
み
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
納
付
を
証

明
す
る
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」
か
「
領
収

書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
平
成
　
年
中
に
国
民
年
金
保
険
料

24

を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、「
社
会
保

納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か

納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か
？

介
護
保
険
料
「
普
通
徴
収

介
護
保
険
料
「
普
通
徴
収
」

　
生
ご
み
を
処
理
し
て
い
る
富
良
野

広
域
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
施
設
点

検
の
た
め
、
次
の
日
程
で
生
ご
み
収

集
を
休
止
し
ま
す
。

　
月
　
日（
金
）　
緑
コ
ー
ス

１１

１６

　
富
町
・
大
町
・
本
町
・
宮
町
・
南

　
町（
3
丁
目
除
く
）

　
月
　
日（
土
）　
赤
コ
ー
ス

１１

１７

　
緑
町
・
旭
町
・
新
町
・
東
町
・
向

町
・
丘
町
・
桜
町
・
南
町
3
丁
目
・

東
中
市
街
地

問
合
せ
　
町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

　
　
　
　
　
　
拶
盈
6
9
8
5

　
　
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
の

65
納
付
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
天

引
き（
特
別
徴
収
）さ
れ
ま
す
が
、
次

に
該
当
す
る
方
は
、
送
付
さ
れ
る
納

付
書
に
よ
り
納
め
る（
普
通
徴
収
）こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

暫
年
金
が
年
額
　
万
円
未
満
の
方

１８

暫
年
度
途
中
で
　
歳
に
な
っ
た
方

65

暫
年
度
途
中
で
所
得
更
正
な
ど
に
よ

り
、
介
護
保
険
料
年
額
が
変
更
に

な
っ
た
方

暫（
独
法
） 福
祉
医
療
機
構
の
年
金

担
保
貸
付
事
業（
公
的
年
金
担
保

融
資
）を
利
用
し
て
い
る
方

暫
年
金
の
現
況
届
の
提
出
が
提
出
期

限
に
遅
れ
た
方

　
こ
の
場
合
、
普
通
徴
収
額
と
特
別

徴
収
額
を
合
わ
せ
た
額
が
、
そ
の
年

度
の
介
護
保
険
料
と
な
り
ま
す
の

で
、
二
重
徴
収
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
一
度
、
お
手
元
の
納
付
書
、
領

収
書
に
よ
り
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
７

　
　
月
５
日（
水
）に
献
血
車
が
来
町

１２
し
ま
す
。

　
時
～
　
時

１０

１２

　
ス
ー
パ
ー
ダ
イ
イ
チ
駐
車
場

　
時
～
　
時

１３

１５

　
役
場
正
面
玄
関
前

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１５

１５

１６

３０

　
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所
駐
車

場
問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
７

　
中
小
企
業
大
学
旭
川
校
で
は
、
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

斬
次
代
へ
伝
え
る
技
術
・
技
能
伝
承

講
座

　
　
　
月
３
日（
月
）～
４
日（
火
）

１２

斬
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」　

　
養
成
講
座

　
　
　
月
５
日（
水
）～
７
日（
金
）

１２

斬
問
題
を
「
見
つ
け
る
力
」「
解
く
力
」

　
　
　
月
　
日（
月
）～
　
日（
水
）

１２

１０

１２

申
込
み
・
問
合
せ

　
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

　
拶
0
１
６
６
‐
６
５
‐
１
２
０
０

中
小
企
業
大
学
校
旭
川

中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

研
修
研
修
会

献
血
に
ご
協
力
を

献
血
に
ご
協
力
を
！

ごご
みみ

要
約
筆
記
体
験
研

要
約
筆
記
体
験
研
修

研
修
・
講
習

研
修
・
講
習
会会

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」
の
は
が
き
が
　
月
か
、
来
年
2

11

月
の
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
必

要
で
す
の
で
、
捨
て
ず
に
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
　
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
方

11
　
平
成
　
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
　

２４

３０

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方

※
　
月
に
送
付
さ
れ
た
場
合
は
、
来

１１
年
２
月
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん

●
来
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る

　
方

　
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
　
月

２４

１０

１２

　
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
国

３１民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

　
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
照
会

は
、
旭
川
年
金
事
務
所
か
控
除
証
明

書
の
は
が
き
に
記
載
の
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
旭
川
年
金
事
務
所

　
拶
０
１
６
６
‐
２
７
‐
１
６
１
１

　
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　

　
拶
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

　
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
５

今
月
の
 
年

金

年
 金
の
お
話

～

控
除
証
明
書
の
送
付

～
 控
除
証
明
書
の
送
付
 ～～

平
成

年

平
成
　
年
度

２４２４
消
防
設
備
士
講

　
消
防
設
備
士
講
習

　
工
事
整
備
対
象
設
備
等
の
工
事
又

は
整
備
に
関
す
る
講
習
が
行
わ
れ
ま

す
。

講
習
区
分
・
日
時

　
警
報
設
備

　
　
平
成
　
年
２
月
　
日（
木
）

25

１４

　
消
火
設
備
、
避
難
設
備
・
消
火
器

　
　
平
成
　
年
２
月
　
日（
木
）

25

１５

場
所
　
旭
川
市
勤
労
者
福
祉
会
館

受
講
料
　
７
千
円（
講
習
区
分
ご
と
）

申
込
期
間
　
　
月
　
日
～
　
月
　
日

11

１９

１２

１４

申
込
み
・
問
合
せ

　（
社
）北
海
道
消
防
設
備
協
会

　
拶
０
１
１
‐
２
０
５
‐
５
９
５
１
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広報かみふらの ２０１2.１１　解

 谷口  
たにぐち

 孝子 さん
あ つ こ

昭和１８年生まれ

北町2丁目

　先月号の蛇岩美奈子さんからめぐって、谷口孝

子さんにお逢いしました。蛇岩さんとは１５年ほど

前に女性学級で知り合い意気投合。現在は彼女が

主宰するパッチワークサークルに通っています。

　自宅でも家事の合間に作るパッチワークは、お

友達やご兄弟にプレゼントすることが多いそう

で、「こういうのが似合うかな？とか考えたり、

その人が喜んでくれているのを想像しながら作る

のが楽しいんですよ」と笑顔で、本当に楽しそう

に話す様子に、温かい人柄が垣間見えました。

　もともと裁縫が好きだったこともあり「娘が小

さいころは、着せる服はすべて手作りしてまし

た。なかなか子どもに恵まれずにやっとできた子

で、可愛くてしょうがなかったのもあるんですけ

どね」。長女の恵子さんは、友達から「服、かわ

いいね」とうらやましがられるほどだったとか。

　一方、編み物には「息子のセーターを編んで、

いざ着せようとしたら頭が入らなくて…（笑）」と

のおもしろ悲しい懐かしのエピソードも。

　初対面の私にも可愛い小物入れをくれた谷口さ

ん。これからも自作のパッチワークで、たくさん

の人に笑顔を届けてほしいな、と思いました。

就学前までのお子さんを募集しています。
　町民生活課自治推進班拶盈６９８５

璽豊さん・里子さんの子璽

 島田   来輝 くん
し ま だ  ら い き

・ 優翔 くん
ゆ う と

　　　（4歳9か月）（2歳1か月）

　お遊戯会やマラソン大会ではとっても頑張

る来輝と、お兄ちゃんに優しくされて、ちょっ

とわがままな優翔。いつも戦いごっこをして

にぎやかです。これからも元気良く、優しい男

の子に育ってほしいです。　　　　（里子さん）

璽克彦さん・和美さんの子璽

 佐藤  あんじち
ゃ
ん・

さ と う

 夕晏 くん
ゆ あ ん

　　　（6歳２か月）　（３歳６か月）

　活発で明るいあんじとお姉ちゃん大

好きな夕晏は、「へんがお」したりして、

お互いに笑わせ合っています。

　これからも、仲良く明るく育ってほし

いです。　　　　　　　　　（和美さん）

わが家の
ア刺イ刺ド 刺ル

煙お 詫 び煙
広報かみふらの１０月１０日号の「わが家

のアイドル」の記事中、福田詩甫ちゃ

ん・香杜ちゃんのメッセージ欄の名前

に誤りがありました。正しくは「満恵

さん」です。訂正してお詫びします。

み ん なの 伝 言 板

七 富良野広域情報 七
富良野市「富良野スキー場

１１月１７日（土）オープン！」

　今シーズンから全国のプ

リンスホテル系列のスキー

場で「キッズフリープログ

ラム」がスタート！

　富良野スキー場では、小

学生以下のリフト券やレッ

スン、レンタルが無料とな

るほか、「圧雪車体験乗

車」や「雪上宝探し」の楽

しい体験プログラムも用意

しています。ぜひご家族で

お楽しみください。

問合せ　新富良野プリンス

ホテル　　 　  拶鰻１１１１

南富良野町「カーリングに

挑戦しませんか？」

　空知川スポーツリンクス

カーリング場が１１月１日に

オープンしました。

　カーリングはトリノオリ

ンピックで一躍脚光を浴び、

その魅力は見る人を虜にし

ました。「氷上のチェス」

または「氷上のビリヤー

ド」とも呼ばれ、知的で奥

の深いスポーツです。

　ぜひ、あなたもカーリング

に挑戦してみませんか？

問合せ　空知川スポーツリ

　ンクス　　　　拶疫２４４９

中富良野町「中富良野ワイン

かおりのあか・めぐみのしろ」

　さわやかな風と緑の森が

育てた、セイベル種１００％の

ワインです。みずみずしく

フレッシュな口当たり、

すっきりとした中にもきめ

細やかな喉ごし、中富良野

の彩り豊かな景色がまぶた

に浮かびます。軽く冷やし

てどうぞ…。

　町内および沿線で販売し

ています。

問合せ　なかふらの酒造振

　興会　　　　   拶瑛２２１３

占冠村「今年のしばれはど

れくらい？」

　道の駅「自然体感しむ

かっぷ」のポケットパーク

には大きな寒暖計が設置さ

れています。寒暖計には、

その年の占冠村の最低気温

が表示されます。今シーズ

ン冬の気温は何度になるの

でしょうか随　

　かわいい雪ダルマが乗っ

ている寒暖計。記念撮影に

いかがでしょうか。

問合せ　ＮＰＯ法人占冠・村

　づくり観光協会 拶曳８０１０



回　広報かみふらの ２０１2.１１

冬ですっ！　暖房の季節なので…
～かみふらのファイヤーマンからのメッセージ～

エプロン姿の男たちが悪戦苦闘エプロン姿の男たちが悪戦苦闘！！

「男「男のの料理教料理教室室」」

食育食育のの推推進進
　十勝岳も雪化粧をし、吹き抜ける風にも冬

の気配を感じる今日このごろ、暖房を使い始

めたご家庭もあるのでは？　ちょっとした不

注意で火災は発生します。そこで今月は、私ファイヤー

マンから、ストーブなどの暖房機器による火災発生の事

例と、冬の防火のポイントをお伝えします。

【暖房機器が原因で火災が発生した事例】

①寝るときにつけっ放しにした電気ス

トーブに、掛け布団が触れて出火。

②早く乾かそうとして石油ストーブの

　上に干していた洗濯物が、ストーブ

　の付近に落下したため出火。

③灯油が切れ、ポータブルストーブの

　火を消さずに、給油を終えた燃料タンクを入れようと

　したところ、タンクのふたがきちんと閉まっておらず、

　ストーブや周囲のマットに灯油がこぼれて出火。

【防火のポイント５か条】

その１　ストーブの付近に燃えやすいものを置かない。

その２　ストーブの上に洗濯物を干さない。

その３　給油は、必ずストーブの火が消えたのを確認し

　てから。また、給油した後には、キャップがしっかり閉

　まっているか確認する。

その４　加熱による破裂・爆発の危険性があるので、暖房

機器の付近にはスプレー缶を置かな

い。また、スプレーに含まれるガス

に引火する危険性もあるため、スト

ーブの付近では絶対にスプレーを使

用しない。

その５　暖房機器の取扱説明書を確認し、定期的にフィ

　　ルターなどの清掃や点検をする。

問合せ　上富良野消防署指導係　拶盈２１１９

　10月11日（木）、男の料理教室を開催しました。この教

室はひとり暮らしの男性や、家族が長期不在になった時

にもバランスのとれた食事が取れるよう開いています。

この日は60代前半から80代までの11人が参加。

　レシピは町の栄養士が提供し、栄養士とボランティア

グループ「きららの会」の方が調理指導に当たりました。

　この日のメニューはサンマのかば焼き、かぼちゃサラ

ダ、根菜汁にご飯、デザートには酸っぱい味が懐かしい

旭りんごでした。

　ごぼうは「ささがき」、

大根は「いちょう切り」、

サンマはまず頭を落として

内臓を出し、腹開きにして

中骨を取るなど、慣れない

包丁さばきにエプロン姿の「男たち」は悪戦苦闘。

　しかし、出来上がった料理の試食タイムでは「サンマ

は切っているときはガタガタだったけど出来上がってみ

れば悪くないな」「南瓜は煮付けで食べることが多い

が、サラダも美味い！」「汁物は具沢山なところが良

い」など、自画自賛（？）の感想あり、レシピへのおほめ

の言葉ありの和やかな雰囲気のなか、野菜たっぷりのヘ

ルシーメニューに満足いただけたようでした。

　この教室は偶数月の第2木曜

日午後5時から開催。次回は12

月13日（木）です。料理はいつ

も奥さんまかせのお父さんも、

ぜひご参加して、成果のほど

を家族に振る舞ってみては？

問合せ　保健福祉課健康推進班　拶盈6987

－ わかば愛育園 －

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっこここここここここここここここここここここここここここここギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャラララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
  作
品
名

　
『
ぶ
ー
ら
り
　
ぶ
ら
り

　
　
　
　
　
み
の
む
し
さ
ん
』

 豊澤   希望  くん
とよさわ の ぞ む

（平成18年生まれ）

 関口   彩花  ちゃん
せ きぐ ち  あ や か

（平成18年生まれ）

　「にっこり笑っている顔だよ」と
みのむしに負けない笑顔で頑張っ
た点を教えてくれました。飾ると
揺れて、みのむしも楽しそうです。

　「みのむしの頭の所を折るのが
大変だった」と、ちょっと緊張し
た表情で見せてくれました。目や
口も細かく描かれていました。



　今月の星空の図は11月22日午後7時ごろ、ちょうど次回の天体観望会

の時間帯の南東方向の様子です。観望会で、実際に観察する予定の天体

をご案内します。

☆木星☆

　木星が見ごろを

迎えています。木

星は太陽系最大の

惑星で、大きさは

地球の直径の11倍

もあります。チャ

レンジ天文台の口

径20cmの大きな

望遠鏡で見ると表

面の縞模様や、木

星の月に相当する

ガリレオ衛星も

ハッキリと見るこ

とができます。

☆月☆

　クレーターが一番ハッキリ見える上弦（じょうげん）のころに なりま

す。望遠鏡ではクレーターや山脈が大迫力で見ることができます。

☆アンドロメダ大星雲☆

　われわれの銀河系のすぐ隣の小宇宙で、大きさ、形もよく似ている渦

巻銀河です。隣といっても光のスピードで２３０万年もかかる、はるか彼

方の天体です。

☆すばる☆

　大変有名なおうし座の散開星団です。約１００個の星の集団ですが、肉

眼でも６～７個の星を数えることができます。望遠鏡で見ると青白い若

い星の集まりであることがはっきりと分かります。

酸天体観望会

　中西靖男氏を講師に、上富良野西小学校チャレンジ天文台で行います。

参加料は無料です。教育振興課社会教育班へお申込みください。

日　時　11月22日（木）　19時～20時

内　容　月、木星、すばる、アンドロメダ大星雲など

　　　　　悪天候の場合は、天体映像鑑賞会となります。

定　員　20名（中学生以下は保護者同伴）

申込み　11月19日（月）まで

■発行／上富良野町

■編集／町民生活課自治推進班

■印刷／協和印刷商事叙

■ご意見・ご感想をお寄せください

　参０７１‐０５９６

　北海道空知郡上富良野町

　　　　　　大町２丁目２番１１号

　拶０１６７盈６９８５　鯖０１６７盈５３６２

http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

jichi@town.kamifurano.lg.jp
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問合せ
　教育振興課
　社会教育班
　拶盈5511

酸1１月の上富良野の星空 町へ
◎千田美江子さん　　　　　　   10万円

◎多田隆さん　　　　　　　　　５万円

◎公民館友の会　　　　　　　     5千円

◎上富良野町サッカー少年団育成会

　　　　　　　　　    　サッカーゴール

町立病院へ
◎柿原勝美さん　　　　　　　　５万円

◎山崎トヨ子さん　　　　　　　３万円

ラベンダーハイツへ
◎トントンガールズ　　　　　   ９,５００円

◎中央婦人会　　　　　     タオル173枚

◎三宮敏幸さん

　　　　　デジタル一眼レフカメラ一式

◎磯松隆男さん　　　         　車いす1台

◎谷野秀吉さん　　　         　車いす1台

社会福祉協議会へ
◎伊藤廣一さん　　　　　　　　５万円

◎瀨川勝和さん　　　　　　　　５万円

◎村形八重子さん　　　　　　　５万円

◎たられば会  　　　　         １万６千円

たくさんの善意
ありがとうございました

10月26日　島津公園には冬の使者「雪虫」が…

第34回かみふらの花と炎の四季彩ま
つりにご協力いただいた団体に感謝
状を贈りました。 感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感
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道路工業株式会社 様

● 人のうごき ●
平成24年10月31日現在

(　)は前月比

住民登録

( － ４)11,７31人人口
( － ７)5,８83人男
( ＋ ３） ５,848人女
( ＋ ３)5,305世帯世帯

外国人住民 ※住民登録の内数

( ± ０)２７人人口
( ± ０)１２人男
( ± ０） １５人女
( ± ０)１７世帯世帯


